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　寒椿は早咲きの椿のことで、冬椿とも言わ
れています。寒椿は山茶花の園芸種とされて
います。子どものころ、童謡で「山茶花、山
茶花咲いた道、たき火だ、たき火だ～」と歌
ったのを覚えていますが、はて？　寒椿と山
茶花の見分け方は？　と花の本で調べてみま

すと、山茶花は花びらを散らし、椿はボトン
と花を落とす、と書いてありました。花の少
ないこの２月の季節に咲く寒椿や山茶花の朱
色や桃色は、何となく周りを暖かくしてくれ
ます。早朝、雪化粧をした寒椿の鮮やかさは
また格別です。 
　　　　　　　　　　　　　　　　千村収一 

【2006岩倉の風景●～寒椿咲く庭で～】 

●発行/岩倉
〒482-868
☎０５８７-６６-
●編集/総務
●毎月2回 
●岩倉市ホー
http://www

岩倉市の人
            男
            女
          世帯
               

★印は保健セ
休日急病診療
岩倉市のホー
健康チェック
です。 
※毎週金曜
発行業務を午

救
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消
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市政の窓 ３ 
いわくら少年少女合唱団第４回定期演奏会 
公民館開館３０周年記念講演会を開 
催します 
マタニティーコンサート 
市・県民税の申告、所得税確定申告が 
始まります 
消費生活モニターを募集します 
市民農園の利用者を募集します 
防犯対策助成金交付制度をご利用ください 
ジュニアオーケストラの新団員を募集します 
市民スペース　市民ギャラリー情報 
ペットボトルは分別収集に出してください  
介護保険制度の改正に伴い、要介護 
状態区分が変わります 
介護保険制度改正内容のポイント 
「岩倉市災害時要援護者名簿」への 
登録はお済みですか  
国勢調査の速報値が公表されました  
電子申請・届出のご利用を 
講演会「歯と生活習慣病の関係」 

知っておきたい健康講座 １２ 
雪の白さと歯の白さについて 

スポーツ大好き １２ 
岩倉柔道スポーツ少年団 

消費者トラブルに巻き込まれ 
ないために １３ 
巧妙化する架空請求にご注意を 

…３ 
 

…３ 
…３ 
 

…４ 
…８ 
…８ 
…８ 
…９ 
…９ 
…１０ 

 
…１０ 
…１０ 

 
…１１ 
…１１ 
…１１ 
…１１ 

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

南部中学校 

学校通信 ２４ 

市民のひろば・いわくらネットワーク ２２ 

新成人のつどい・新春三曲コンサー 
ト・消防出初式 

２５ フォトニュース 

裏表紙 
石仏町かいわい 

ぶらりいわくら再発見 

▲１月１５日、第五児童館で

百人一首大会が開かれ、児童

５８人が参加しました。 

暮らしのガイド １４ 

催し １５ 

手続き １４ 

講座・教室 １８ 

健康 １８ 

相談・その他 １９ 

募集 １６ 

交通災害共済 
小・中学校の入学通知送付 
特別弔慰金の請求はお済みですか 

子ども将棋大会・わくわくコンサート　 
ミニミニコンサート・子育て支援講演会 
児童館母親クラブと子どもたちのわいわい広場 
世界のお惣菜「ブラジル編」 

小・中学校臨時講師および補助職員 
図書館パート職員 
水道料金嘱託徴収員 
いわくらフリーマーケット出店者　　 
市民フットサル大会参加者　　　   ほか 

妊娠期のお母さんの講座 

不用品データバンク 
ストップ・ザ交通事故　２月はシートベルト・ 
チャイルドシート着用徹底強化旬間 
献血にご協力を・指名競争入札結果 
図書館ニュース 
年金出張相談所・市民相談　　　   ほか 

生活習慣病を予防しよう 
いきいき介護教室 
栄養教室「シルバー世代の食生活」 
麻しん・風しんの予防接種が変わります 
こころの健康講演会 
講演会「慢性疾患をもつ児とそのきょう 
だいのこころのケアについて」 
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核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

▲１月１５日、

百人一首大会が

５８人が参加し

      　
い
わ
く
ら
少
年
少
女
合
唱
団
で
は
、
次

の
と
お
り
第
４
回
定
期
演
奏
会
を
開
催
し

ま
す
。
団
員
た
ち
が
一
生
懸
命
練
習
し
て
 

き
た
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
 

●
と
き
　
２
月
５
日
　
午
後
２
時
３０
分
開

演
、
２
時
開
場
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
 

●
曲
目
　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
・
ロ
ー
ズ
ィ
ズ
」
　
ほ
か
 

●
入
場
料
　
１
人
５
０
０
円
（
全
自
由
席
） 

●
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
　
市
役
所
１
階
情
報
 

サ
ロ
ン
、
公
民
館
、
総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
、
井
上
皮
膚
科
 

●
後
援
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教
育
委
員
会
、

岩
倉
市
音
楽
連
盟
 

●
問
合
先
　
井
上
皮
膚
科
（
☎
３
７
―
２

１
０
０
）
ま
で
。
 

      　
岩
倉
市
で
は
、
妊
婦
の
皆
さ
ん
へ
の
ヒ

ー
リ
ン
グ
と
、
日
ご
ろ
乳
幼
児
の
お
子
さ

ん
と
一
緒
で
は
、
な
か
な
か
ク
ラ
シ
ッ
ク

の
演
奏
会
に
出
か
け
ら
れ
な
い
お
母
さ
ん

た
ち
に
、
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た

め
に
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。
 

　
入
場
を
ご
希
望
の
人
は
、
次
の
と
お
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

●
と
き
　
２
月
７
日
　
午
前
１０
時
３０
分
〜
 

正
午
 

●
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
視
聴
覚

室
 

●
定
員
　
６０
人
（
お
子
さ
ん
も
含
む
）
 

●
内
容
　
育
児
中
の
ピ
ア
ノ
奏
者
榊
原
祐

子
さ
ん
を
迎
え
て
体
験
談
な
ど
交
え
な
が

ら
の
演
奏
会
で
す
。
 

●
出
演
者
　
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団

（
バ
イ
オ
リ
ン
…
高
橋
律
也
・
吉
岡
秀
和
、

ビ
オ
ラ
…
為
貝
香
織
、
チ
ェ
ロ
…
石
橋
隆

弘
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
…
榊
原
利
修
、
キ
ー

ボ
ー
ド
…
榊
原
祐
子
）
 

●
主
な
曲
　
主
よ
、
人
の
望
み
の
喜
び
よ

／
バ
ッ
ハ
、
と
な
り
の
ト
ト
ロ
、
デ
ィ
ズ

ニ
ー
な
ど
ア
ニ
メ
音
楽
　
ほ
か
 

●
申
込
方
法
　
２
月
１
日
　
か
ら
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
定
員
に
な
り
し

だ
い
締
め
切
り
ま
す
）
。
 

●
入
場
料
　
無
料
 

※
未
就
学
児
の
お
子
さ
ん
も
入
場
し
て
い

ま
す
の
で
、
多
少
騒
が
し
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
お
子
さ
ん
が
あ
ま
り
に
騒

が
し
く
他
の
人
の
迷
惑
に
な
る
恐
れ
が
あ

る
と
き
は
、
退
場
を
お
願
い
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
 

●
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振

興
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

（火） 

（水） 

（日） 

い
わ
く
ら
少
年
少
女
合
唱
団 

第
４
回
定
期
演
奏
会 

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

　
〜
心
に
響
く
は
じ
め
の
一
歩
〜 

た
か  

は
し  

り
つ   

や 

よ
し  

お
か  

ひ
で  

か
ず 

た
め  

が
い    

か     

お
り 

ひ
ろ 

さ
か
き  

ば
ら  

と
し   

の
ぶ 

さ
か
き  

ば
ら   

ゆ
う 

 

こ 

い
し  

ば
し  

た
か 

公民館開館３０周年 

記念講演会を開催します 記念講演会を開催します 
　公民館は今年、開館３０
周年を迎えます。これを記
念し、次のとおり記念講演
会を開催します。 
　当日は、岩倉市出身で、二・
二六事件で非業の死をとげ
られた故渡辺錠太郎陸軍教
育総監の次女、渡辺和子さ
んに「心の教育」をテーマ
に講演していただきます。 
●と　き　２月２６日（日）午後１時３０分～ 
●ところ　公民館講堂 
※当日、車での来場はご遠慮ください。 
●講　師　渡辺和子さん（ノートルダム清心学園理
事長） 
●定　員　２００人　 
●入場料　無料 
入場整理券配布 
●と　き　２月５日（日）午前９時～ 
●ところ　公民館 
●問合先　公民館（☎３７―０２５７）まで。 

わた なべ じょう   た     ろう 

わた なべ   かず   こ 
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●
市
政
の
窓
●
 

市
・
県
民
税
の
申
告
、 

所
得
税
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す 

（水） 

（木） 

（木） 

（火） 

（水） 
（水） 

（日） 

（日） 

（火） 

（水） 

（水） 

（水）          申
告
相
談
の
受
付
期
間
 

　
平
成
１８
年
度
分
の
市
・
県
民
税
の
確
定

申
告
を
２
月
１
日
　
か
ら
３
月
１５
日
　
ま

で
、
ま
た
平
成
１７
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
相
談
を
２
月
１６
日
　
か
ら
３
月
１５
日

　
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
 

市
・
県
民
税
申
告
と
所
得
税
の
確

定
申
告
会
場
 

　
市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
３
月
１５
日
　

ま
で
市
役
所
２
階
税
務
課
で
相
談
受
付
を

行
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
期
間
中
の

２
月
１６
日
　
か
ら
２８
日
　
の
間
は
市
役
所

７
階
が
申
告
会
場
と
な
り
ま
す
の
で
お
気

を
つ
け
く
だ
さ
い
。
 

　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
「
岩
倉
会
場

（
岩
倉
市
役
所
）
」
と
「
小
牧
会
場
（
小

牧
市
公
民
館
）
」
で
申
告
相
談
を
行
い
ま

す
。
岩
倉
会
場
は
、
２
月
２８
日
　
ま
で
と

な
り
ま
す
の
で
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い

（
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
）
。
 

　
３
月
１
日
　
か
ら
１５
日
　
ま
で
は
小
牧

会
場
の
み
で
の
実
施
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
小

牧
会
場
は
、
２
月
１９
日
　
・
２６
日
　
は
開

催
し
ま
す
（
上
記
以
外
の
土
・
日
曜
日
は

開
催
し
ま
せ
ん
）
。
 

※
今
年
も
、
ご
自
身
で
ご
記
入
い
た
だ
く

巡
回
指
導
方
式
を
主
と
し
て
行
い
ま
す
。
 

市
・
県
民
税
の
申
告
の
必
要
な
人

は
…
 

　
今
年
１
月
１
日
現
在
、
岩
倉
市
に
住
所

が
あ
り
、
昨
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。
た
だ
し
、

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人
、
給
与
所

得
だ
け
の
人
で
勤
務
先
か
ら
市
役
所
へ

「
給
与
支
払
報
告
書
」
が
提
出
さ
れ
て
い

る
人
は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
な
お
、
配
偶
者
特
別
控
除
、
医
療
費
控

除
、
社
会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控

除
な
ど
の
所
得
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

場
合
は
申
告
が
必
要
で
す
。
 

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
申

告
が
必
要
で
す
。
 

※
公
的
年
金
等
だ
け
の
人
で
も
、
計
算
の

結
果
、
所
得
税
の
納
付
ま
た
は
、
還
付
と

な
る
場
合
に
は
、
所
得
税
の
申
告
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
 

①
営
業
、
農
業
等
の
事
業
所
得
、
雑
所
得

等
が
あ
っ
た
人
 

②
不
動
産
、
利
子
、
配
当
等
の
所
得
が
あ

っ
た
人
 

③
給
与
所
得
の
他
に
前
記
①
、
②
の
所
得

等
が
あ
っ
た
人
 

※
所
得
税
の
申
告
で
は
、
通
常
、
給
与
お

よ
び
退
職
所
得
以
外
の
所
得
が
２０
万
円
以

下
の
場
合
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
・
県
民
税

の
申
告
は
必
要
で
す
。
 

④
給
与
所
得
だ
け
の
人
で
、
昨
年
途
中
で

退
職
し
、
今
年
１
月
１
日
現
在
就
職
し
て

い
な
い
人
 

⑤
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
等
を
受
け
る

人
 

⑥
所
得
税
で
源
泉
分
離
課
税
を
選
択
し
た

配
当
所
得
が
あ
っ
た
人
 

所
得
税
の
確
定
申
告
の
必
要
な
人

は
…
 

　
平
成
１７
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額
か

ら
雑
損
控
除
、
そ
の
他
の
所
得
控
除
の
合

計
額
を
差
し
引
い
た
金
額
を
基
礎
と
し
て

算
出
し
た
税
額
が
配
当
控
除
の
額
と
定
率

減
税
額
の
合
計
額
よ
り
も
多
い
人
は
、
確

定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
…
 

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は
、
毎
月
の

給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
を
支
給
さ
れ
る
と
き
に

所
得
税
が
天
引
き
（
源
泉
徴
収
）
さ
れ
、

毎
月
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
合
計
額

と
１
年
間
の
給
与
総
額
に
基
づ
い
て
計
算

し
た
年
税
額
と
の
差
額
は
、
１２
月
に
精
算

（
年
末
調
整
）
さ
れ
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん

ど
の
人
は
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
 

　
し
か
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
確
定
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

①
平
成
１７
年
中
に
支
払
い
を
受
け
る
給
与

等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
２
千
万
円
を

超
え
る
人
 

②
１
か
所
か
ら
給
与
等
の
支
払
い
を
受
け

て
い
る
人
で
、
給
与
所
得
お
よ
び
退
職
所

得
以
外
の
各
種
所
得
の
金
額
の
合
計
額
が

２０
万
円
を
超
え
る
人
 

③
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
等
の
支
払
い
を

受
け
て
い
る
人
で
、
年
末
調
整
を
受
け
な

い
従
た
る
給
与
の
収
入
金
額
と
給
与
所
得

や
退
職
所
得
以
外
の
各
種
所
得
の
金
額
と

の
合
計
額
が
２０
万
円
を
超
え
る
人
 

④
同
族
会
社
の
役
員
や
そ
の
親
族
な
ど
で
、

そ
の
同
族
会
社
か
ら
給
与
等
の
ほ
か
に
、

貸
付
金
の
利
子
、
店
舗
・
工
場
や
土
地
な

ど
の
賃
貸
料
、
機
械
・
器
具
の
使
用
料
な

ど
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人
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（水） 

（水） 

　
３
月
１
日
　
か
ら
１５
日
　
ま
で
は
小
牧

る
人
は
、
所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
申

定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

ど
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人
 

確
定
申
告
を
す
れ
ば
所
得
税
の
還

付
を
受
け
ら
れ
る
人
は
…
 

　
次
の
よ
う
な
人
で
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た

税
額
や
予
定
納
税
額
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ

て
い
る
人
は
、
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申

告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

①
給
与
所
得
や
退
職
所
得
の
あ
る
人
で
、

医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

な
ど
を
受
け
ら
れ
る
人
 

②
給
与
所
得
者
で
、
平
成
１７
年
の
途
中
で

退
職
し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め
、

年
末
調
整
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
 

確
定
申
告
は
、
こ
ん
な
点
に
注
意

を
！
 

所
得
控
除
 

●
医
療
費
控
除
　
平
成
１７
年
中
に
支
払
っ

た
医
療
費
の
金
額
か
ら
保
険
金
な
ど
で
補

て
ん
さ
れ
る
金
額
を
差
し
引
き
、
更
に
１０

万
円
と
総
所
得
金
額
等
の
５
㌫
と
の
い
ず

れ
か
少
な
い
金
額
を
差
し
引
い
て
計
算
し

ま
す
（
最
高
限
度
額
２
０
０
万
円
）
。
 

●
配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除
　
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
、
平
成
１７
年
中
の
合
計
所

得
金
額
が
３８
万
円
以
下
で
あ
る
人
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
 

・
生
計
を
一

に
す
る
配
偶

者
や
そ
の
他

の
親
族
 

・
都
道
府
県

知
事
か
ら
養

育
を
委
託
さ

れ
た
児
童
 

・
老
人
福
祉

法
の
規
定
に

よ
り
養
護
受

託
者
に
委
託

さ
れ
た
老
人
 

※
青
色
事
業

専
従
者
ま
た

は
、
白
色
事

業
専
従
者
は

除
き
ま
す
。
 

●
配
偶
者
特
別
控
除
　
申
告
す
る
本
人
の

合
計
所
得
金
額
が
１
千
万
円
以
下
で
配
偶

者
の
合
計
所
得
金
額
が
３８
万
円
を
超
え
７６

万
円
未
満
の
場
合
は
、
配
偶
者
特
別
控
除

を
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
配
偶
者
が

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き

ま
す
。
 

・
他
の
人
の
扶
養
親
族
と
さ
れ
る
場
合
 

・
青
色
事
業
専
従
者
 

・
白
色
事
業
専
従
者
 

●
災
害
に
あ
っ
た
と
き
の
確
定
申
告
　
災
 

害
に
よ
っ
て
、
住
宅
や
家
財
な
ど
に
損
害
 

を
受
け
ら
れ
た
人
は
、
所
得
税
法
に
よ
る
 

雑
損
控
除
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

る
に
は
…
 

　
住
宅
ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
て
マ
イ
ホ
ー

ム
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅
ま
た
は
、

中
古
住
宅
を
購
入
し
た
と
き
は
、
一
定
の

要
件
に
該
当
す
れ
ば
入
居
し
た
年
か
ら
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

★
入
居
日
が
平
成
１３
年
７
月
１
日
か
ら
平

成
１７
年
１２
月
３１
日
ま
で
の
場
合
は
、
１０
年

間
 

●
お
持
ち
し
て
い
た
だ
く
書
類
な
ど
 

・
住
民
票
の
写
し
 

・
家
屋
の
登
記
簿
謄
（
抄
）
本
 

・
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末

残
高
等
証
明
書
 

・
請
負
契
約
書
・
売
買
契
約
書
な
ど
で
、

家
屋
の
取
得
の
価
格
の
額
等
を
明
ら
か
に

す
る
書
類
の
写
し
 

・
住
宅
と
と
も
に
取
得
し
た
敷
地
等
に
係

る
ロ
ー
ン
等
に
つ
い
て
こ
の
控
除
の
適
用

を
受
け
る
場
合
に
は
、
そ
の
敷
地
等
の
登

記
簿
謄
（
抄
）
本
、
お
よ
び
、
売
買
契
約

書
等
の
写
し
 

・
源
泉
徴
収
票
 

・
印
鑑
 

　
な
お
、
自
己
の
所
有
し
て
い
る
家
屋
に

つ
い
て
、
増
築
ま
た
は
、
改
築
さ
れ
た
場

合
も
一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

提
出
書
類
等
、
詳
し
く
は
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。
 

所
得
税
確
定
申
告
書
様
式
 

　
確
定
申
告
書
の
様
式
は
２
種
類
で
す
。
 

★
確
定
申
告
書
Ａ
…
申
告
す
る
所
得
が
給

与
所
得
、
年
金
な
ど
の
雑
所
得
、
配
当
所

得
、
一
時
所
得
だ
け
で
予
定
納
税
額
の
な

い
人
が
使
用
で
き
る
申
告
書
で
す
。
 

★
確
定
申
告
書
Ｂ
…
所
得
の
種
類
に
か
か

わ
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
使
用
で
き
る
申
告

書
で
す
。
 

★
分
離
課
税
な
ど
は
別
表
に
…
土
地
・
建

物
な
ど
を
譲
渡
し
た
場
合
、
確
定
申
告
書

Ｂ
（
第
１
表
・
第
２
表
）
と
第
３
表
（
分

離
課
税
用
）
を
併
せ
て
使
用
し
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
税
務
課
課
税
第
１
係
（
☎
３

８
―
５
８
０
６
）
ま
た
は
、
小
牧
税
務
署

（
☎
０
５
６
８
―
７
２
―
２
１
１
１
）
ま

で
。
 

小牧会場（小牧市公民館） 

〔交通機関〕名鉄バス小牧駅行（小牧市役所前経由・小牧市民病院前経由） 
中町下車徒歩約１０分（小牧駅下車の場合は、徒歩約１５分） 

至犬山 至犬山 

至名古屋 至春日井 

至
春
日
井

至
春
日
井 

至
春
日
井 

村中 自才前 

常普請三東 桜井 花塚橋南 

小牧原 

新町三東 間々本町 市民会館北 
至
一
宮

至
一
宮 

至
岩
倉

至
岩
倉 

至
一
宮 

至
岩
倉 

国
道
４１
号
線 

犬
山
公
園
小
牧
線 

県
道
名
古
屋
犬
山
線 

新国道１５５号線 

●GS

●GS●JA小牧 

●〒 

●小牧小学校 

●中部公民館 市民病院● ●中部公民館 市民病院● 

パチンコ● 

小牧警察署● 

小牧城● 

市役所★ 

ラピオ● 

コンビニ● 

GS● 

パチンコ● 
小牧 

インター 
小牧 

インター 

小
牧
駅 

至
桃
花
台

至
桃
花
台 

至
桃
花
台 

ピ
ー
チ
ラ
イ
ナ
ー 

★ 
小牧税務署 

★ 
小牧税務署 

小牧市公民館 

東名高速道路 

N
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青色・白色決算、消費税（簡易課税）申告 

※なお、上記相談日のほかに、青色・白色決算申告につきましては２月２８日（火）から３月１５日（水） 
までの期間は、土・日曜日を除き、随時、岩倉市商工会１階で受け付けます。 
 

お持ちしていただく書類など 
●源泉徴収票など収入金額や必要経費の金額がわかるもの 
●国民健康保険、介護保険などの社会保険料の支払金額がわかるもの 
●国民年金保険料等の支払証明書 
●生命保険、損害保険の支払証明書 
●その他、医療費の領収書など 
●印鑑、筆記用具、計算用具 
●申告書〈郵送してある人〉 
 日程・会場等 

〔受付場所〕　★岩倉会場（市役所） 
　　　　　　　★小牧会場（小牧市公民館） 
　　　　　　　★愛知北農協岩倉支店…本町神明西１１（※農業所得のある人のみ） 
〔受付時間〕　★岩倉会場と愛知北農協岩倉支店…午前９時～正午、午後１時～４時 
　　　　　　　※愛知北農協岩倉支店は３月１５日（水）のみ、午前９時～正午までです。 
　　　　　　　★小牧会場…午前９時～午後５時 

水 
222/16 17 18 19 20 21

岩倉会場 

小牧会場 

岩倉会場 

小牧会場 

岩倉会場 

小牧会場 

岩倉会場 

小牧会場 

岩倉会場 

小牧会場 小牧 
会場 

木 金 土 日 月 火 

3/123 24 25 26 27 28
岩倉会場 

小牧会場 

岩倉会場 

小牧会場 

岩倉会場 

小牧会場 

岩倉会場 

小牧会場 
小牧会場 

小牧 
会場 

82 3 4 5 6 7
小牧会場 小牧会場 

ところ 

岩倉市商工会館２階 ２月１６日（木）・１７日（金） 午前９時～正午、午後１時～４時 

と　き 

小牧会場 小牧会場 小牧会場 

159 10 11 12 13 14
小牧会場 小牧会場 小牧会場 小牧会場 小牧会場 

※農業所得のある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得のある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得のある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得のある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得のある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得のある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得のある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得のある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得のある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得のある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得のある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得のある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得のある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得のある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得のある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得のある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得のある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得のある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得のある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

※農業所得のある人は 
　愛知北農協岩倉支店 

岩倉市商工会　中本町西出口３１－１ 

●贈与・譲渡所得等の確定申告 
　贈与・譲渡・相続の確定申告は、申告期間中、小牧市公民館で行います（申告の際には、必要書類をご
持参してください）。なお、岩倉市役所では、贈与・譲渡・相続の確定申告の受付等はできません。詳し
くは、小牧税務署へお問い合わせください。 
●お願い 
　会場にお出かけいただいても、必要書類の不足で申告できなかったり、申告書に必要事項が記入されて
いないため長くお待たせすることがあります。お出かけいただく際は、あらかじめ住所・氏名・扶養家族
氏名など必要事項を申告書に記入しておいていただきますようお願いします。 
※市役所駐車場の駐車台数には限りがありますので、自転車等をご利用していただくなど市民の皆さんの
ご協力をお願いします。 

岩倉市では、市・県民税、所得税の申告税務相談を次のとおり受け付けます。 
申告期限間際になると会場が大変混雑しますので、お早めに申告を済ませましょう。 
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６５
歳
以
上
の
人
へ
 

公
的
年
金
等
受
給
者
の
確
定
申
告

の
ご
案
内
 

　
平
成
１７
年
分
の
確
定
申
告
で
は
、
６５
歳

以
上
の
人
（
昭
和
１６
年
１
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
）
の
所
得
計
算
が
変
わ
り
ま

す
。
 

「
老
年
者
控
除
」
が
廃
止
さ
れ
ま
す
 

 
現
在
、
６５
歳
以
上
の
人
で
、
合
計
所
得

金
額
が
１
千
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、

所
得
か
ら
老
年
者
控
除
と
し
て
所
得
税
で

の
控
除
額
（
５０
万
円
）
を
差
し
引
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
老
年
者
控
除
が

廃
止
さ
れ
ま
す
。
 

６５
歳
以
上
の
人
に
適
用
さ
れ
る
「
公
的
年

金
等
控
除
額
」
が
縮
減
さ
れ
ま
す
（
表
）
 

　
こ
れ
に
伴
い
、
平
成
１６
年
分
ま
で
は
、

市
・
県
民
税
の
み
の
課
税
と
な
っ
て
い
た

人
で
、
平
成
１７
年
分
は
所
得
税
の
確
定
申

告
（
納
税
）
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
や
、
申
告
す
る
と
所
得
税
の
還
付
が
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

　
つ
き
ま
し
て
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告

が
初
め
て
で
申
告
書
の
書
き
方
が
分
か
ら

な
い
人
の
た
め
に
、
ご
不
明
な
点
や
ご
質

問
に
お
答
え
し
て
、
そ
の
場
で
所
得
税
の

確
定
申
告
書
を
作
成
し
、
提
出
し
て
い
た

だ
く
受
付
を
、
今
年
に
限
り
、
次
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。
 

●
と
き
　
２
月
１４
日
　
・
１５
日
　
午
前
９
 

時
〜
午
後
４
時
 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
大
会
議
室
 

【
当
日
、
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
】
 

・
平
成
１７
年
分
公
的
年
金
等
に
係
る
源
泉

徴
収
票
 

・
社
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
損
害
保

険
料
等
の
証
明
書
 

        

・
平
成
１７
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
あ

る
場
合
は
、
そ
の
領
収
書
 

・
筆
記
具
、
計
算
用
具
、
印
鑑
、
預
貯
金

の
口
座
番
号
 

※
市
役
所
の
駐
車
場
の
駐
車
台
数
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
自
転
車
等
を
ご
利

用
し
て
い
た
だ
く
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
税
務
課
課
税
第
一
係
（
☎
３

８
―
５
８
０
６
）
ま
で
。
 

お
●
●
●
●
●
●
●
 

　
　

　
　

（火） 

（水） 

　広域申告受付センターでは、申告書用紙の交付、申告書の提出（仮収

受）のほか、パソコンを利用した確定申告書の作成ができます。 

●と　き　２月２０日（月）～２４日（金）午前９時３０分～午後５時 

●ところ　金山南ビル１階（金山総合駅南口横） 

※駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用ください。 

●問合先　名古屋国税局個人課税課（☎０５２―９５１―３５１１内線

４１２１）、名古屋国税局ホームページ（http://www.nagoya.nta.go.jp/）

まで。 

広域申告受付センター開設 

［表］ 

［計算例］ 

年金収入額 

１２０万円以下 所得ゼロ 

１２０万円超 ～３３０万円未満 収入金額×１００％ － １２０万円 

３３０万円以上 ～４１０万円未満 収入金額× ７５％ －  ３７万５千円 

４１０万円以上 ～７７０万円未満 収入金額× ８５％ －  ７８万５千円 

７７０万円以上 収入金額× ９５％ － １５５万５千円 

雑所得への計算式 

１４０万円以下 所得ゼロ 

１４０万円超 ～２６０万円未満 収入金額×１００％ － １４０万円 

２６０万円以上 ～４６０万円未満 収入金額× ７５％ －  ７５万円 

４６０万円以上 ～８２０万円未満 収入金額× ８５％ － １２１万円 

８２０万円以上 収入金額× ９５％ － ２０３万円 

年金収入額 雑所得への計算式 

これまで（平成１６年分以前） これから（平成１７年分以降） 

これから（平成１７年分以降） これまで（平成１６年分以前） 
雑所得：３,２００,０００ － １,２００,０００ 

所得税額 
（①' － ②'） × １０％ × ０.８ ＝ ７０,９００円 

＋ 

＝ ２,０００,０００円…①'

１,１１２,２００円…②'控 除 合 計  

社会保険料控除 
生命保険料控除 
損害保険料控除 
老 年 者 控 除  
配 偶 者 控 除  
基 礎 控 除  

１９９,２００円 
５０,０００円 
３,０００円 

（ 廃 止 ） 
４８０,０００円 
３８０,０００円 

１,０００円未満 
切 り 捨 て 

１００円未満 
切り捨 て 税率 

定率 
減税 

雑所得：３,２００,０００ ×７５％ － ７５０,０００ 

所得税額 
（① － ②）  × １０％ × ０.８ ＝ ２,９００円 

＋ 

＝ １,６５０,０００円…① 

１,６１２,２００円…② 控 除 合 計  

社会保険料控除 
生命保険料控除 
損害保険料控除 
老 年 者 控 除  
配 偶 者 控 除  
基 礎 控 除  

１９９,２００円 
５０,０００円 
３,０００円 

５００,０００円 
４８０,０００円 
３８０,０００円 

１,０００円未満 
切 り 捨 て 

１００円未満 
切り捨 て 税率 

定率 
減税 
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●
市
政
の
窓
●
 

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー 

を
募
集
し
ま
す 

市
民
農
園
の
利
用
者
を 

募
集
し
ま
す 

防
犯
対
策
助
成
金
交
付
制 

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

 

（月） 

（水） 

（水） 

（火） 

      　
岩
倉
市
で
は
、
消
費
者
行
政
の
改
善
と

発
展
を
図
る
た
め
に
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
 

　
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
消
費
者
行

政
に
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し

ま
す
。
 

●
活
動
の
内
容
　
①
月
１
回
の
定
例
会
②

市
・
県
等
が
開
催
す
る
消
費
生
活
に
関
す

る
講
演
会
・
展
示
会
に
参
加
、
お
よ
び
啓

発
・
宣
伝
③
消
費
生
活
に
関
す
る
学
習
、

情
報
の
交
換
・
提
供
④
そ
の
他
 

●
任
期
　
４
月
１
日
〜
平
成
２０
年
３
月
３１

日
 

●
応
募
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
２０
歳

か
ら
６５
歳
ま
で
の
人
で
、
消
費
生
活
に
関

心
が
あ
り
、
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
と
し
て

熱
意
の
あ
る
人
 

●
募
集
人
数
　
１５
人
 

●
謝
礼
　
あ
り
 

●
募
集
期
間
　
２
月
６
日
　
〜
２８
日
　
 

●
応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
応
募
用
紙
は
、
市
役
所
商
工
農
政

課
窓
口
で
配
布
ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
 

●
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観

光
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
）
ま
で
。
 

      　
岩
倉
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
野
菜

作
り
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
充
実

し
た
余
暇
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

市
民
農
園
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
農
園
の
空
き
区
画
の
募
集
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。
 

●
申
込
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
人
 

●
利
用
期
間
　
４
月
〜
平
成
１９
年
３
月

（
更
新
５
年
間
の
延
長
可
）
 

●
利
用
料
金
　
年
間
３
千
円
 

●
募
集
区
画
数
 

★
東
町
市
民

農
園
…
３
区

画
 

★
石
仏
町
市

民
農
園
…
１０

区
画
 

★
稲
荷
町
市

民
農
園
…
１８

区
画
 

★
東
町
白
山

市
民
農
園
…

２
区
画
 

★
大
山
寺
町
市
民
農
園
…
１０
区
画
 

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま

す
（
稲
荷
町
市
民
農
園
は
、
水
道
施
設
は

あ
り
ま
せ
ん
）
。
 

●
申
込
期
限
　
２
月
１５
日
 

●
申
込
方
法
　
商
工
農
政
課
に
あ
る
利
用

申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
 

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
２
月
２２
日
　
午

後
１
時
３０
分
か
ら
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

３
階
研
修
室
で
抽
選
を
行
い
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
商
工
農
政
課
農
政
係
（
☎
３

８
―
５
８
１
２
）
ま
で
。
 

      　
市
内
で
は
、
昨
年
１２
月
末
現
在
１
６
３

件
の
空
き
巣
な
ど
の
侵
入
窃
盗
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
で
す

か
。
も
う
一
度
犯
罪
抑
止
の
た
め
に
、
わ

が
家
の
防
犯
対
策
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
防
犯
対
策
助
成
金

制
度
は
、
昨
年
１２
月
末
日
現
在
で
２
０
１

世
帯
の
人
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
家
の
防
犯
対
策
に
、
こ
の
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

●
対
象
者
　
岩
倉
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
、

外
国
人
登
録
が
あ
り
、
居
住
し
て
い
る
世

帯
主
（
１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
で
す
）
 

●
対
象
と
な
る
も
の
 

①
玄
関
お
よ
び
勝
手
口
等
出
入
口
の
鍵
を

交
換
ま
た
は
、
補
助
錠
、
サ
ム
タ
ー
ン
カ

バ
ー
、
ガ
ー
ド
プ
レ
ー
ト
等
の
取
り
付
け
。
 

②
サ
ッ
シ
等
を
防
犯
ガ
ラ
ス
に
交
換
ま
た

は
、
防
犯
フ
ィ
ル
ム
、
補
助
錠
、
格
子
等

の
取
り
付
け
。
 

③
共
同
住
宅
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ま
た
は
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
共
有
部
分
に
防
犯
カ

メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り

付
け
。
 

④
住
居
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン
 

サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り
付
け
。
 

⑤
駐
車
場
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
、
セ
ン
サ
ー

ラ
イ
ト
ま
た
は
、
照
明
灯
の
取
り
付
け
。
 

⑥
自
家
用
車
両
（
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ

イ
・
自
転
車
）
に
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
カ
バ

ー
ま
た
は
、
盗
難
防
止
装
置
の
取
り
付
け
。
 

⑦
住
居
敷
地
内
に
玉
砂
利
等
を
敷
設
。
 

●
助
成
額
　
経
費
の
２
分
の
１
（
１
０
０

円
未
満
は
切
り
捨
て
）
で
限
度
額
５
千
円
 

●
申
請
期
間
　
平
成
２０
年
３
月
３１
日
ま
で
 

※
平
成
１７
年
３
月
３１
日
以
前
の
防
犯
対
策

は
対
象
外
で
す
。
 

●
申
請
方
法
　
行
政
課
に
あ
る
申
請
書
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
品
物
等
が

わ
か
る
領
収
書
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
 

●
申
込
・
問
合
先
　
行
政
課
交
通
防
犯
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
４
）
ま
で
。
 

平成18年2月1日 8



●
市
政
の
窓
●
 

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の 

新
団
員
を
募
集
し
ま
す 

（金） 

（日） 

市民ギャラリー 
【第６９回絵画同好会作品展】 

●と　き　２月１３日（月）～１９日（日） 

●問合先　丹羽（☎６６―３３３５）まで。 

【伊勢型紙作品展】 

●と　き　２月２０日（月）～３月５日（日） 

●問合先　近藤（☎３７―３７１６）まで。 

　市役所１階には、情報サロンやミニステ

ージ、児童コーナー、２階には市民ギャラ

リーやレストランなど、市民の皆さんに利

用していただけるスペースがあります。皆

さん、ぜひ、ご利用ください。 

●利用時間　午前８時３０分～午後９時

（第２日曜日、祝日、年末および年始は休

みです）ただし、レストランの営業時間は、

振替休日を除く月～土曜日の午前９時から

午後６時までです。 

      　
平
成
１３
年
に
岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
は
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
現
在
の
団
員
数
は
５２
人
。
昨
年
９
月
に

行
わ
れ
た
第
５
回
定
期
演
奏
会
も
成
功
に

終
わ
り
、
新
た
な
演
奏
会
に
向
け
て
団
員

は
、
一
生
懸
命
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
よ
り
充
実
さ

せ
る
た
め
、
次
の
と
お
り
団
員
を
募
集
し

ま
す
。
 

　
楽
器
を
触
っ
た
こ
と
の
な
い
人
で
も
セ

ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
の
メ
ン
バ
ー
が

初
歩
か
ら
指
導
し
ま
す
の
で
、
積
極
的
に

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
 

            

募
集
内
容
 

①
単
科
（
初
心
者
）
ク
ラ
ス
 

●
募
集
パ
ー
ト
 

★
弦
楽
器
…
バ
イ
オ
リ
ン
、
ビ
オ
ラ
、
チ

ェ
ロ
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
 

★
木
管
楽
器
…
フ
ル
ー
ト
、
オ
ー
ボ
エ
、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
 

★
金
管
楽
器
…
ホ
ル
ン
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
 

★
打
楽
器
…
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
 

●
募
集
人
数
　
各
パ
ー
ト
と
も
数
人
 

●
条
件
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
小
学
校
３

年
生
〜
中
学
校
３
年
生
の
初
心
者
 

※
希
望
に
よ
り
楽
器
を
貸
し
出
し
ま
す
。
 

②
合
奏
（
経
験
者
）
ク
ラ
ス
 

●
募
集
パ
ー
ト
 

★
弦
楽
器
…
ビ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
、
コ
ン
ト

ラ
バ
ス
 

★
木
管
楽
器
…
フ
ル
ー
ト
、
オ
ー
ボ
エ
、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
 

★
金
管
楽
器
…
ホ
ル
ン
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
 

★
打
楽
器
…
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
 

●
募
集
人
数
　
各
パ
ー
ト
と
も
数
人
 

●
条
件
 

・
小
学
校
４
年
生
〜
大
学
４
年
生
経
験
者
 

・
自
分
で
楽
器
を
持
っ
て
お
り
、
チ
ュ
ー

ニ
ン
グ
と
中
級
程
度
の
曲
が
演
奏
で
き
る

人
 

●
応
募
方
法
　
生
涯
学
習
課
、
公
民
館
、

総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
に
用
意
し
て
あ

る
応
募
用
紙
に
ご
記
入
の
う
え
、
ご
応
募

く
だ
さ
い
（
申
し
込
み
に
は
、
保
護
者
の

同
意
が
必
要
で
す
）
。
 

●
応
募
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

（
郵
送
可
。
〒
４
８
２
―
８
６
８
６
（
住

所
不
要
）
市
役
所
生
涯
学
習
課
文
化
振
興

係
）
 

●
応
募
締
切
日
　
３
月
３
日
　
（
必
着
）
 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
 

●
と
き
　
３
月
１２
日
　
午
後
５
時
３０
分
〜

●
と
こ
ろ
　
消
防
署
 

※
詳
し
く
は
、
応
募
の
際
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
 

●
内
容
 

★
単
科
ク
ラ
ス
…
簡
単
な
音
感
テ
ス
ト
、

面
接
 

★
合
奏
ク
ラ
ス
…
実
技
テ
ス
ト
（
自
分
の
 

得
意
な
曲
を
１
曲
演
奏
）
、
面
接
 

●
持
ち
物
　
楽
譜
・
楽
器
（
合
奏
ク
ラ
ス

の
み
）
 

※
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
、
保
護
者
（
ま
た

は
近
親
者
）
同
伴
で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
 

練
習
 

●
練
習
日
　
単
科
ク
ラ
ス
、
合
奏
ク
ラ
ス

と
も
原
則
日
曜
日
（
月
２
回
お
よ
び
集
中

練
習
）
 

●
練
習
会
場
　
消
防
署
 

●
指
導
　
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
 

費
用
 

●
団
費
　
月
額
２
千
円
 

●
保
険
料
　
年
額
５
０
０
円
 

●
保
護
者
会
費
　
年
額
２
千
５
０
０
円
 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）
ま
で
。
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●
市
政
の
窓
●
 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
分
別
収 

集
に
出
し
て
く
だ
さ
い 

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に 

伴
い
、要
介
護
状
態
区
分
が 

変
わ
り
ま
す 

      ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
は
…
 

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
「
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
テ

レ
フ
タ
レ
ー
ト
」
と
い
う
樹
脂
か
ら
で
き

た
ボ
ト
ル
の
こ
と
で
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
軽
く
て
耐
久
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
清
涼

飲
料
等
に
幅
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
は
 
の
マ
ー
ク

が
つ
い
て
い
ま
す
 

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
し
て
分
別
収
集
に
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
清
涼

飲
料
、
酒
（
み
り
ん
）
、
し
ょ
う
ゆ
が
入

っ
て
い
る
ボ
ト
ル
で
す
。
こ
れ
ら
の
ボ
ト

ル
に
は
 
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

           

　
な
お
、
　
マ
ー
ク
が
つ
い
た
ボ
ト
ル
に

つ
い
て
は
分
別
収
集
に
出
さ
ず
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
資
源
と
し
て
木
曜
日

ま
た
は
、
金
曜
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

回
収
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ゆ

く
え
は
…
 

　
回
収
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
ワ
イ

シ
ャ
ツ
や
作
業
着
な
ど
を
作
る
た
め
の
繊

維
や
た
ま
ご
・
果
物
の
パ
ッ
ク
な
ど
に
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。
 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
資
源
の
収
集
袋
に
入

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
 

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
資
源
収
集
袋
に
入
れ
て
し
ま
う
と
、

環
境
に
配
慮
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
が
難
し
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
環
境
保
全
課
生
活
環
境
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
８
）
ま
た
は
、
清
掃

事
務
所
（
☎
６
６
―
５
９
１
２
）
ま
で
。
 

      　
平
成
１８
年
４
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が

改
正
さ
れ
、
予
防
給
付
の
あ
り
方
が
見
直

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
併
せ
て
要
介
護
状
態

区
分
が
変
わ
り
ま
す
。
 

　
現
在
の
要
介
護
状
態
区
分
は
、
要
支

援
・
要
介
護
１
か
ら
５
ま
で
の
６
段
階
で

す
が
、
新
し
い
区
分
は
、
現
行
の
要
支
援

が
要
支
援
１
に
、
要
介
護
１
が
要
支
援
２

と
要
介
護
１
に
分
け
ら
れ
、
要
介
護
２
か

ら
要
介
護
５
ま
で
は
変
更
が
な
く
７
段
階

と
な
り
ま
す
。
 

●
新
し
い
要
介
護
状
態
区
分
が
始
ま
る
時

期
 

★
新
規
・
区
分
変
更
申
請
の
場
合
…
平
成
 

１８
年
４
月
１
日
以
降
の
申
請
か
ら
実
施
 

★
更
新
申
請
の
場
合
…
要
介
護
認
定
の
有
 

効
期
間
満
了
日
が
平
成
１８
年
３
月
３１
日
以
 

降
の
人
か
ら
実
施
（
有
効
期
間
満
了
日
が
 

平
成
１８
年
３
月
３１
日
の
人
は
、
平
成
１８
年
 

１
月
３０
日
か
ら
更
新
申
請
が
で
き
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
認
定
の
た
め
の
審
査
は
事
前
 

に
行
い
ま
す
が
、
新
し
い
要
介
護
状
態
区

分
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
４
月
１
日
以
降

の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
有
効
期
間
が
満
了
し

た
次
の
日
か
ら
と
な
り
ま
す
）
 

●
新
し
い
要
介
護
状
態
区
分
で
利
用
で
き
 

る
サ
ー
ビ
ス
 

★
要
支
援
１
・
要
支
援
２
と
認
定
さ
れ
た

人
は
、
生
活
機
能
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る

「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
が
利
用
で
き
ま

す
。
 

★
要
介
護
１
か
ら
５
と
認
定
さ
れ
た
人
は
、

自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
「
介
護
サ
ー

ビ
ス
」
が
利
用
で
き
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
生
き
が
い
課
介
護
保
険
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
１
）
ま
で
。
 

要介護認定事務の見直し 

　居宅介護支援事業所等による要介護認定の申請

代行が、利用者の過度の掘り起こしにつながって

いる。また、認定調査は、市町村が事業者などに

委託して行っている場合に、要介護度が高くなっ

ているという指摘等を踏まえ、公平・公正の観点

から、次の点について４月から改正されます。 

●主な改正内容 

★申請代行の見直し…申請の代行は、本人、成年

後見人、家族、親族等の他に、新設される地域包

括支援センターと、一定条件を満たした居宅介護

支援事業者、介護保険施設でも可能になります。 

★認定調査の見直し…新規認定の認定調査は市町

村が行い、更新認定は市町村に加え、一定の条件

を満たした居宅介護支援事業者、介護保険施設が

行うことになります（岩倉市では、新規・更新と

も市が実施しています）。 

●問合先　生きがい課介護保険係（☎３８―５８

１１）まで。 

介護保険制度改正内容のポイント 

●ペットボトル 
（飲料・しょうゆ・酒類用） 

●プラスチック製 
　容器包装 
（飲料・しょうゆ・酒類用の 
ペットボトルを除く） 
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 https://w

w
w
.shinsei.e-aichi.jp/

「
岩
倉
市
災
害
時
要
援
護 

者
名
簿
」へ
の
登
録
は
お
済 

み
で
す
か 

電
子
申
請
・
届
出
の 

ご
利
用
を 

講
演
会 

「
歯
と
生
活
習
慣
病
の
関
係
」 

      　
昨
年
は
、
九
州
・
中
国
地
方
へ
甚
大
な

被
害
を
及
ぼ
し
た
台
風
１４
号
が
発
生
し
、

海
外
で
は
米
国
ハ
リ
ケ
ー
ン
、
パ
キ
ス
タ

ン
北
部
地
震
が
発
生
す
る
な
ど
国
内
外
で

大
規
模
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
ら
の
災
害
で
は
、
逃
げ
遅
れ
て
犠

牲
と
な
っ
た
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

や
障
害
者
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
岩
倉
市
で
は
、
こ
れ
を
教
訓
と
し
、
災

害
時
に
迅
速
に
援
護
を
必
要
と
す
る
人

（
災
害
時
要
援
護
者
）
の
安
否
確
認
や
避
 

難
誘
導
等
を
的
確
に
行
う
た
め
、
災
害
時

要
援
護
者
名
簿
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。
 

災
害
時
要
援
護
者
名
簿
へ
の
登
録
 

　
災
害
時
に
、
要
援
護
者
の
安
否
確
認
、

救
出
、
避
難
誘
導
を
迅
速
に
行
う
た
め
に

は
、
自
主
防
災
会
を
は
じ
め
地
域
の
関
係

団
体
等
に
援
護
を
必
要
と
し
て
い
る
人
の

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
個
人
情
報
の
問
題
が
あ
る
た
め
、
本

人
ま
た
は
、
家
族
等
か
ら
の
申
し
出
に
よ

り
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
に
登
録
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
対
象
と
な
る
人
で
も
申

し
出
が
な
け
れ
ば
、
名
簿
に
登
録
は
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
登
録
さ
れ
た
人
の
名
簿
は
、
岩

倉
市
と
各
自
主
防
災
会
で
厳
重
に
管
理
し

ま
す
。
 

●
対
象
者
　
被
災
時
に
支
援
者
の
い
な
い

次
の
①
か
ら
⑤
ま
で
の
人
 

①
介
護
保
険
で
要
介
護
３
〜
５
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人
 

②
６５
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
 

③
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）
、
療

育
手
帳
（
Ａ
判
定
）
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
（
１
級
）
を
お
持
ち
の
人
 

④
日
本
語
が
理
解
で
き
な
い
外
国
人
 

⑤
①
〜
③
の
人
と
同
様
の
状
況
に
あ
る
人
 

●
登
録
の
受
付
場
所
　
市
民
窓
口
課
、
福

祉
課
、
生
き
が
い
課
、
児
童
課
、
保
健
セ

ン
タ
ー
（
健
康
課
）
、
消
防
署
（
消
防
本

部
）
　
 

●
問
合
先
　
福
祉
課
（
☎
３
８
―
５
８
０

９
）
ま
で
。
 

      　
電
子
申
請
・
届
出
で
利
用
で
き
る
手
続

き
を
１
月
２４
日
か
ら
追
加
し
ま
し
た
。
追

加
し
た
手
続
き
は
、
「
事
業
証
明
書
の
交

付
の
請
求
」
や
「
上
水
道
の
使
用
開
始
の

届
出
」
な
ど
１０
の
手
続
き
で
す
。
詳
し
く

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

　
電
子
申
請
・
届
出
は
、
申
請
書
や
届
出

書
を
郵
送
す
る
変
わ
り
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
介
し
て
送
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み

で
す
。
岩
倉
市
は
も
ち
ろ
ん
、
愛
知
県
内

の
他
の
市
役
所
（
町
・
村
役
場
）
に
対
し

て
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
ご
利
用
い
た
だ
く
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
で
き
る
環
境
の
他
、
一
部
の
手
続

き
で
は
本
人
確
認
の
た
め
に
電
子
署
名
と

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
等
が
必
要
で
す
。
 

★
電
子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
…
 

※
岩
倉
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
利
用

い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
そ
れ
ぞ
れ
の
手
続
き
が
必
要

な
担
当
課
ま
た
は
、
Ｉ
Ｔ
推
進
室
（
☎
６

６
―
１
１
１
１
内
線
５
４
０
）
ま
で
。
 

      　
む
し
歯
や
歯
周
病
は
、
歯
み
が
き
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
食
事
や
ス
ト
レ
ス
、
喫

煙
な
ど
の
生
活
習
慣
と
密
接
に
関
わ
り
合

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
胃
腸
障
害
や
肩
こ

り
、
頭
痛
、
心
臓
や
肝
臓
に
炎
症
を
起
こ

す
な
ど
全
身
の
病
気
の
引
き
金
と
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
「
歯
の
健
康
」
を
守
る

た
め
に
、
歯
と
体
の
健
康
状
態
と
の
関
係

を
知
り
、
毎
日
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
 

●
と
き
　
２
月
１６
日
　
午
後
１
時
３０
分
〜

２
時
３０
分
 

●
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
視
聴
覚

室
 

●
内
容
　
講
演
「
歯
と
生
活
習
慣
病
の
関

係
」
 

●
講
師
　
長
尾
学
さ
ん
（
尾
北
歯
科
医
師

会
岩
倉
支
部
歯
科
医
師
）
 

●
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
人
 

●
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
電
話
可
）
。
 

●
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
７
―

３
５
１
１
）
ま
で
。
 （木） 

な
が    

お
　
ま
な
ぶ 

し   

し
ゅ
う 

国勢調査の速報値が公表されました 
 　平成１７年１０月１日に実施した国勢調査にご協力 
いただきありがとうございました。 
岩倉市の調査結果 

 平成１７年 （注）  平成１２年 増減 

（注）平成１７年の値は速報値であり、後日公表され
る確定値と異なる場合があります。 
　なお、全国のデータは、総務省統計局ホームページ
（http://www.stat.go.jp/）でご覧いただけます。 
●問合先　企画課企画係（☎３８―５８０２）まで。 

人口（人） 

世帯数（世帯） 

４７,９２６ 

１８,７５２ 

４６,９０６ 

１７,５９１ 

１,０２０ 

１,１６１ 
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雪
の
白
さ
と
歯
の
白
さ
に
つ
い
て 

尾
北
歯
科
医
師
会
岩
倉
支
部
　
小
川
一
郎 

健　康 
講　座 
健　康 
講　座 
健　康 
講　座 

知っておきたい 

し
　
し
ゅ
う 

し
　
そ
う
の
う
ろ
う 

お
　  

が
わ 

　
い
ち
　 

ろ
う 

 

楽
し
く
鍛
え
る 

岩
倉
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
 

 

　
岩
倉
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
毎

週
火
・
木
・
土
曜
日
に
総
合
体
育
文
化

セ
ン
タ
ー
柔
道
場
に
て
活
動
し
て
い
ま

す
。 

　
柔
道
は
一
般
に
危
険
な
ス
ポ
ー
ツ
だ

と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
基
礎
を
確
実

に
マ
ス
タ
ー
で
き
れ
ば
危
険
な
ス
ポ
ー

ツ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
柔
道
を
通
じ
て
、

強
い
体
・
強
い
心
を
持
つ
子
ど
も
に
な

っ
て
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
体
の
大
き
い
子
・
小
さ
い
子
、
い
ろ

い
ろ
な
体
型
に
合
っ
た
技
を
身
に
付
け
、

試
合
で
１
つ
で
も
多
く
勝
て
る
よ
う
に

指
導
し
て
い
ま
す
。 

　
一
生
懸
命
や
っ
た
か
ら
負
け
て
も
仕

方
が
な
い
の
で
は
な
く
、
一
生
懸
命
や

っ
た
か
ら
こ
そ
結
果
を
出
せ
る
よ
う
に

日
々
厳
し
い
練
習
を
し
て
い
ま
す
。 

　
強
く
な
り
た
い
子
ど
も
た
ち
は
南
部

柔
道
の
練
習
に
も
参
加
し
、
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。
柔
道
の
練
習
ば
か
り
で
は

な
く
、
４
月
に
は
花
見
、
８
月
に
は
恒

例
の
合
宿
が
あ
り
、
朝
早
く
ラ
ン
ニ
ン

　
冬
、
山
で
は
植
物
の
葉
を
落
と
し
、

変
わ
っ
て
そ
の
白
さ
で
す
べ
て
を
包
み

込
ん
で
、
あ
る
と
き
は
厳
し
い
姿
を
み

せ
、
そ
し
て
あ
る
と
き
は
天
空
か
ら
の

魔
法
に
よ
っ
て
、
地
上
を
永
遠
の
美
の

世
界
に
変
え
て
し
ま
う
。
こ
の
水
の
惑

星
と
呼
ば
れ
る
地
球
の
、
ユ
ー
ラ
シ
ア

大
陸
の
東
に
位
置
す
る
島
国
の
南
北
に

長
い
脊
梁
山
脈
を
迂
回
し
て
、
日
本
海

を
渡
っ
て
湿
っ
た
季
節
風
が
こ
の
岩
倉

に
も
雪
を
降
ら
す
の
だ
。
 

　
雪
は
水
の
結
晶
で
で
き
て
い
る
。
氷

は
も
と

も
と
光

を
通
す

結
晶
で

あ
る
が

高
熱
で

空
気
中

の
水
蒸

気
が
氷

の
結
晶

核
の
ま
わ
り
に
凝
結
し
て
空
気
を
含
む

複
雑
な
結
晶
が
作
り
出
さ
れ
る
。
こ
れ

が
太
陽
光
線
の
す
べ
て
の
波
長
の
成
分

を
反
射
し
、
ま
た
こ
れ
を
大
き
く
屈
折

さ
せ
て
い
る
の
で
、
雪
独
特
の
白
さ
が

作
り
出
さ
れ
る
。
こ
れ
が
太
陽
光
線
の

す
べ
て
の
波
長
の
成
分
を
反
射
し
、
大

き
く
屈
折
さ
せ
る
の
で
、
雪
独
特
の
白

さ
が
作
り
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

　
と
こ
ろ
で
、
「
明
眸
皓
歯
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
が
、
目
元
が
美
し
く
歯
が

白
い
こ
と
を
意
味
し
、
主
に
女
性
の
美

し
さ
を
表
す
言
葉
で
あ
る
。
歯
の
白
さ

は
相
手
に
清
潔
さ
と
若
々
し
さ
を
イ
メ

ー
ジ
さ
せ
、
そ
う
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
見
ら
れ
た
人
は
社
会
的
健
康
を

得
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
な
ぜ
歯
は
白

い
の
か
と
い
う
と
、
歯
の
成
分
の
約
５０

％
を
占
め
る
リ
ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
が
、

光
の
す
べ
て
の
波
長
を
反
射
す
る
か
ら

で
あ
り
、
構
成
さ
れ
る
ア
パ
タ
イ
ト
結

晶
が
、
光
を
反
射
し
、
大
き
く
屈
折
さ

せ
る
か
ら
で
あ
る
。
加
え
て
、
自
然
界

に
存
在
す
る
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
・
鉄
・
ス

ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
・
亜
鉛
・
銅
・
ス
ズ
・

鉛
な
ど
の
微
量
元
素
の
存
在
に
よ
っ
て
、

そ
の
人
固
有
の
歯
の
色
が
生
ま
れ
る
の

で
あ
る
。
 

　
子
ど

も
の
歯

が
大
人

の
そ
れ

に
く
ら

べ
て
な

ぜ
白
い

の
か
と

い
う
と
、

大
人
の

歯
が
出
生
直
後
か
ら
発
育
を
始
め
る
の

に
対
し
て
、
子
ど
も
の
そ
れ
は
胎
生
５

か
月
か
ら
発
育
を
始
め
、
出
生
時
に
は

ま
だ
生
え
て
い
な
い
が
ほ
ぼ
前
歯
の
歯

冠
の
大
部
分
が
完
成
し
て
い
る
た
め
で
、

言
い
換
え
れ
ば
子
ど
も
の
歯
は
母
親
の

子
宮
に
守
ら
れ
て
、
微
量
元
素
が
取
り

除
か
れ
た
中
で
発
育
で
き
た
の
で
大
人

の
歯
よ
り
も
白
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

　
笑
顔
の
子
ど
も
た
ち
の
白
く
輝
く
歯

は
、
成
長
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い
く
の

だ
が
、
願
わ
く
ば
事
故
や
病
気
に
よ
っ

て
失
わ
れ
る
こ
と
の
無
い
よ
う
に
願
っ

て
お
り
ま
す
。
 

せ
き  

り
ょ
う 

め
い  

ぼ
う   

こ
う
　
し 

う
　
か
い 

▲恵那市写真家佐々木守さん提供 
さ   さ   き  まもる 
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巧
妙
化
す
る
架
空
請
求
に
ご
注
意
を 
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に 

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に 

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に 

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に 

　
架
空
請
求
は
、
利
用
し
た
覚
え
が
な

い
架
空
の
、
消
費
料
金
や
債
権
な
ど
を

請
求
す
る
文
書
が
、
は
が
き
や
電
子
メ

ー
ル
な
ど
で
送
ら
れ
て
く
る
悪
質
な
詐

欺
的
行
為
で
す
。
 

　
こ
れ
ま
で
も
広
報
紙
面
で
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
も
、

架
空
請
求
に
関
す
る
相
談
が
数
多
く
市

民
相
談
室
に
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
新
た

な
手
口
が
次
々
と
考
え
出
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。
 

　
こ
こ
で
は
、
最
近
寄
せ
ら
れ
た
相
談

の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
事
例
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
 

公
的
な
機
関
に
似
た
名
称
を
か
た
っ
た

も
の
 

　
法
務
省
の
認
定
法
人
を
名
乗
る
機
関

か
ら
「
利
用
し
た
消
費
料
金
に
つ
い
て

民
事
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
。
取
下
げ
を

希
望
す
る
場
合
は
至
急
連
絡
す
る
よ
う

に
」
と
い
う
内
容
の
は
が
き
が
届
け
ら

れ
た
。
 

ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
へ
の
登
録
を
ほ
の
め

か
す
も
の
 

　
信
用
情
報
機
関
を
名
乗
る
者
か
ら

「
過
去
に
行
わ
れ
た
信
用
取
引
の
料
金

が
未
払
い
と
な
っ
て
い
る
の
で
ブ
ラ
ッ

ク
リ
ス
ト
へ
の
登
録
を
行
う
。
こ
の
登

録
に
は
時
効
が
な
く
、
登
録
さ
れ
る
と

金
融
機
関
か
ら
の
新
た
な
貸
し
付
け
や
、

ロ
ー
ン
の
利
用
が
で
き
な
く
な
り
、
年

金
の
受
給
資
格
も
一
部
は
く
奪
さ
れ
る
。

登
録
を
避
け
る
た
め
に
は
、
未
払
金
と

代
行
手
数
料
を
現
金
書
留
で
指
定
郵

送
先
へ
送
る
よ
う
に
」
と
い
う
内
容

の
書
面
が
送
ら
れ
て
き
た
。
 

巧
妙
な
手
口
に
だ
ま
さ
れ
な
い
で
 

　
こ
れ
ら
の
事
例
で
は
、
公
的
機
関
と

勘
違
い
さ
せ
る
ま
ぎ
ら
わ
し
い
組
織
を

名
乗
り
、
「
訴
訟
」
や
「
ブ
ラ
ッ
ク
リ

ス
ト
」
な
ど
の
言
葉
を
使
用
し
て
受
け

取
っ
た
人
の
不
安
を
あ
お
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
従
来
、
口
座
へ
の
振
込
み
を
指

定
し
て
い
た
送
金
方
法
も
、
金
融
機
関

の
規
制
が
厳
し
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
「

現
金
書
留
」
な
ど
を
利
用
す
る
よ
う
対

応
策
の
裏
を
か
く
よ
う
な
方
法
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
 

●
利
用
し
た
覚
え
が
な
け
れ
ば
払
わ
な

い
 

　
こ
う
し
た
は
が
き
な
ど
は
、
何
ら
か

の
名
簿
を
入
手
し
た
悪
質
業
者
が
大
量

に
送
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
利
用

し
て
い
な
け
れ
ば
、
当
然
、
支
払
う
義

務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
脅
し
の
文
句
に
ひ

る
む
こ
と
な
く
無
視
し
ま
し
ょ
う
。
 

●
書
面
に
記
載
さ
れ
た
連
絡
先
に
は
連

絡
し
な
い
 

　
記
載
さ
れ
て
い
る
連
絡
先
に
連
絡
す

る
と
さ
ら
に
個
人
情
報
を
知
ら
れ
て
し

ま
う
た
め
、
連
絡
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
 

●
証
拠
は
保
管
す
る
 

　
今
後
何
か
業
者
か
ら
働
き
か
け
が
あ

っ
た
と
き
の
た
め
に
、
送
ら
れ
て
き
た

は
が
き
な
ど
は
、
念
の
た
め
証
拠
と
し

て
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

●
発
送
元
が
裁
判
所
の
場
合
に
は
、
放

置
せ
ず
に
裁
判
所
に
連
絡
を
 

　
一
般
的
に
裁
判
所
か
ら
は
が
き
で
通

知
が
届
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
裁

判
所
か
ら
の
通
知
を
装
っ
て
書
類
を
偽

造
し
て
送
付
し
て
く
る
場
合
に
は
、
書

類
の
真
偽
の
判
断
が
難
し
い
た
め
、
放

置
せ
ず
に
、
連
絡
先
を
電
話
帳
な
ど
で

確
認
し
て
か
ら
、
裁
判
所
に
直
接
連
絡

し
ま
し
ょ
う
。
 

　
裁
判
所
か
ら
の
正
式
な
通
知
だ
っ
た

場
合
に
は
、
こ
れ
を
放
置
し
て
お
く
と

不
利
益
を
被
る
結
果
に
つ
な
が
り
か
ね

ま
せ
ん
。
支
払
督
促
は
債
務
者
の
言
い

分
を
聞
か
ず
に
発
行
さ
れ
る
た
め
、
正

式
な
支
払
督
促
の
通
知
が
届
い
た
場
合

に
は
２
週
間
以
内
に
督
促
異
議
を
申
し

立
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

場
合
は
、
必
ず
対
処
方
法
に
つ
い
て
、

弁
護
士
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
架
空
請
求
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め

に
１
人
で
悩
む
こ
と
な
く
お
早
め
に
尾

張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
（
☎
０
５
８
６
―

７
１
―
０
９
９
９
）
、
市
民
相
談
室

（
☎
３
８
―
５
８
２
２
）
な
ど
身
近
な

相
談
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

例
の
合
宿
が
あ
り
、
朝
早
く
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
、
保
護
者
も

大
変
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
１
月
に
は
鏡
開
き
を
行
い
、

練
習
後
保
護
者
の
協
力
を
得
て
ぜ
ん
ざ

い
を
作
り
、
全
員
で
食
べ
て
今
年
の
活

躍
を
誓
い
ま
す
。 

　
３
月
に
は
、
希
望
の
家
で
卒
団
者
の

お
別
れ
会
を
開
催
し
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

な
ど
楽
し
い
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
ま
た
、

保
護
者
の
親
睦
会
も
行
い
、
団
を
１
つ

に
ま
と
ま
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

　
地
道
な
活
動
を
続
け
て
、
今
年
度
は

県
学
年
別
大
会
で
２
名
が
優
勝
し
、
全

国
大
会
出
場
と
う
れ
し
い
出
来
事
が
あ

り
ま
し
た
。
来
年
度
も
全
国
大
会
出
場

を
目
指
し
て
全
員
力
を
併
せ
て
が
ん
ば

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

も
柔
道
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

●
問
合
先
　
鉄
屋
（
☎
３
７
―
３
４
５

２
）
ま
で
。 
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交通災害共済見舞金 

        ●
交
通
災
害
共
済
 

　
平
成
１８
年
度
の
加
入
手
続

　
き
が
始
ま
り
ま
す
 

  　
交
通
災
害
共
済
は
、
会
員
が

交
通
事
故
で
け
が
や
死
亡
さ
れ

た
場
合
に
、
交
通
災
害
の
程
度

に
応
じ
て
見
舞
金
を
お
支
払
い

す
る
制
度
で
す
。
皆
さ
ん
、
家

族
そ
ろ
っ
て
ご
加
入
く
だ
さ
い
。
 

▼
加
入
資
格
　
岩
倉
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

人
ま
た
は
、
外
国
人
登
録
を
さ

れ
て
い
る
人
（
た
だ
し
、
平
成

１８
年
３
月
３１
日
以
前
に
転
出
予

定
の
あ
る
人
は
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
）
 

▼
会
費
　
１
人
年
額
５
０
０
円

（
９
月
３０
日
以
降
に
加
入
の
申

し
込
み
を
さ
れ
る
場
合
は
、
１

人
３
０
０
円
）
 

▼
共
済
期
間
　
平
成
１８
年
４
月

１
日
（
途
中
加
入
の
場
合
は
、

加
入
日
の
翌
日
）
〜
平
成
１９
年

３
月
３１
日
 

▼
加
入
方
法
　
１
月
下
旬
か
ら

加
入
申
込
書
が
各
区
を
通
じ
て

配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、
２
月
１７

日
　
ま
で
に
加
入
申
込
書
に
会

費
を
添
え
て
申
し
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
市
民
窓
口
課
で
も
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

▼
会
費
の
公
費
助
成
　
岩
倉
市

で
は
、
お
年
寄
り
や
障
害
の
あ

る
人
の
交
通
災
害
共
済
会
費
を

助
成
し
て
い
ま
す
。
会
費
の
全

額
を
岩
倉
市
が
支
払
っ
て
加
入

し
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
人

は
ご
自
分
で
加
入
手
続
き
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

▼
公
費
助
成
対
象
者
　
平
成
１８

年
４
月
１
日
現
在
、
岩
倉
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

い
る
人
ま
た
は
、
外
国
人
登
録

を
さ
れ
て
い
る
人
で
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
で
す
。
 

★
７１
歳
以
上
（
昭
和
１０
年
４
月

２
日
以
前
生
ま
れ
）
の
人
 

★
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
 

▼
対
象
と
な
る
交
通
事
故
　
自

動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
に
よ

る
人
身
事
故
 

▼
共
済
見
舞
金
の
額
　
表
の
と

お
り
 

▼
見
舞
金
の
請
求
方
法
　
次
の

書
類
を
市
民
窓
口
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
 

★
見
舞
金
請
求
書
（
組
合
指
定

用
紙
）
　
 

★
交
通
事
故
証
明
書
（
各
都
道

府
県
の
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン

タ
ー
発
行
）
 

※
交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
は
、

必
ず
警
察
に
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。
 

★
診
断
書
（
組
合
指
定
用
紙
）

ま
た
は
、
保
険
会
社
が
医
療
機

関
か
ら
取
り
寄
せ
た
診
断
書

（
コ
ピ
ー
可
、
入
院
期
間
、
通

院
日
の
記
載
が
あ
る
も
の
）
 

★
死
亡
診
断
書
ま
た
は
、
死
体

検
案
書
 

★
口
座
振
替
申
請
書
（
市
指
定

用
紙
）
 

★
会
員
証
兼
領
収
書
 

★
印
鑑
 

※
場
合
に
よ
っ
て
必
要
書
類
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。
 

▼
請
求
期
限
　
交
通
事
故
に
あ

っ
た
日
か
ら
２
年
以
内
に
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。
２
年
を
過
ぎ

て
か
ら
の
請
求
は
お
受
け
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
市
民
窓
口

課
市
民
窓
口
係
（
☎
３
８
―
５

８
０
７
）
 

暮らしのガイド 
問合先（岩倉市役所）　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

（金） 

※実日数とは、病院に実際に入院・通院した日数です。 

等級 

１級 

２級 

３級 

４級 

５級 

６級 

７級 

８級 

９級 

１０級 

１１級 

交通災害の程度 共済見舞金 

死亡した場合 

後遺障害の場合 
（自動車損害賠償保険法施行令の別表第１級、第２級、 
第３級の各号に掲げる障害） 

入院通院治療実日数が２４０日以上の障害を受けた場合 

入院通院治療実日数が１５０日以上の障害を受けた場合 

入院通院治療実日数が１２０日以上の障害を受けた場合 

入院通院治療実日数が９０日以上の障害を受けた場合 

入院通院治療実日数が６０日以上の障害を受けた場合 

入院通院治療実日数が３０日以上の障害を受けた場合 

入院通院治療実日数が１５日以上の障害を受けた場合 

入院通院治療実日数が８日以上の障害を受けた場合 

入院通院治療実日数が７日以下の障害を受けた場合 

１,５００,０００円 

８００,０００円 

 ２５０,０００円 

 １２０,０００円 

 １００,０００円 

 ７０,０００円 

５０,０００円 

 ４０,０００円 

３０,０００円 

 ２０,０００円 

 １０,０００円 

手続き 
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配
布
さ
れ
ま
す
の
で

月
１

タ

発
行
）

★
会
員
証
兼
領
収
書

）

  ●
小
・
中
学
校
の
入
学
 

　
通
知
送
付
 

  　
今
春
、
小
学
校
と
中
学
校
へ

入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
に
入
学

通
知
を
送
付
し
ま
し
た
。
 

　
た
だ
し
、
中
学
校
の
入
学
通

知
は
小
学
校
を
通
じ
て
配
付
し

ま
し
た
。
 

▼
入
学
対
象
者
 

★
小
学
校
…
平
成
１１
年
４
月
２

日
〜
平
成
１２
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
 

★
中
学
校
…
平
成
５
年
４
月
２

日
〜
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
 

※
次
の
場
合
は
、
学
校
教
育
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

・
入
学
通
知
が
届
か
な
い
と
き
 

・
転
出
等
の
理
由
で
指
定
学
校

に
入
学
し
な
い
と
き
 

・
私
立
学
校
等
に
入
学
す
る
と

き
 

　
な
お
、
小
・
中
学
校
新
１
年

生
で
外
国
人
は
、
申
請
が
必
要
 

で
す
の
で
、
外
国
人
登
録
証
明

書
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
学

校
教
育
課
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。
 

▼
問
合
先
　
学
校
教
育
課
庶
務

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
８
）
 

  　
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
へ
 

●
特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

　
お
済
み
で
す
か
 

  　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
で
、
平
成
１７
年
４
月
１
日

に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺

族
年
金
等
を
受
け
る
人
が
い
な

い
場
合
に
、
第
８
回
特
別
弔
慰

金
と
し
て
額
面
４０
万
円
、
１０
年

償
還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
 

▼
対
象
者
　
次
の
順
番
に
よ
る

先
順
位
の
ご
遺
族
１
人
　
 

①
弔
慰
金
の
受
給
権
者
　
 

②
戦
没
者
等
の
子
　
 

③
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有

し
て
お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
等

と
氏
が
同
じ
で
あ
る
父
母
、
孫
、

祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
　
 

④
③
以
外
の
父
母
、
孫
、
祖
父

母
、
兄
弟
姉
妹
　
 

⑤
①
〜
④
以
外
の
ご
遺
族
で
、

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
三
親
等
内
の
親
族
 

▼
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
９
）
 

        ●
子
ど
も
将
棋
大
会
 

　
　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
公
民
館
で
は
、
子
ど
も
将
棋

体
験
教
室
講
師
の
皆
さ
ん
の
協

力
に
よ
り
、
子
ど
も
将
棋
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
２
月
２５
日
　
午
前
９

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
第
２
・
第

３
会
議
室
 

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
お
住
ま

い
の
小
・
中
学
生
 

▼
参
加
費
　
無
料
 

▼
定
員
　
２４
人
（
先
着
順
）
　
 

▼
申
込
期
限
　
２
月
１８
日
 

▼
申
込
方
法
　
公
民
館
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
公
民
館
（
☎
３
７

―
０
２
５
７
）
 

  ●
わ
く
わ
く
コ
ン
サ
ー
ト
 

　
　
　
　
　
岩
倉
市
音
楽
連
盟
 

  　
今
年
も
岩
倉
市
音
楽
連
盟
に

よ
る
わ
く
わ
く
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で

す
。
 

▼
と
き
　
２
月
１２
日
　
午
後
２

時
〜
４
時
（
午
後
１
時
３０
分
開

場
）
 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
 

▼
出
演
団
体
（
出
演
順
）
　
さ

ん
ご
大
正
琴
、
民
謡
山
口
会
、

い
わ
く
ら
少
年
少
女
合
唱
団
、

岩
倉
市
民
吹
奏
楽
団
 

▼
主
催
　
岩
倉
市
音
楽
連
盟
 

▼
後
援
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教

育
委
員
会
、
岩
倉
市
文
化
協
会
 

▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化

振
興
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
９
） 

  ●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
 

　
　
　
　
　
　
　
み
ど
り
の
家
 

  　
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月
１

回
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

い
て
い
ま
す
。
 

　
２
月
は
、
ジ
ャ
ズ
が
大
好
き

な
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ン
ド
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。
入
場
は
無
料

で
す
。
 

▼
と
き
　
２
月
１２
日
　
午
後
２

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル
 

▼
出
演
者
　
ブ
ラ
ッ
ク
リ
バ
ー

エ
キ
ス
プ
レ
ス
 

▼
演
目
　
「
デ
ア
　
イ
ズ
　
ノ

ー
グ
レ
イ
タ
ー
ラ
ブ
」
「
メ
イ

マ
ズ
　
ラ
ブ
ソ
ン
グ
」
　
ほ
か
 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
み
ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６

７
０
０
）
 

  ●
子
育
て
支
援
講
演
会
 

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
 

  　
い
つ
も
私
に
ベ
ッ
タ
リ
で
ト

イ
レ
に
も
つ
い
て
く
る
。
や
ん

ち
ゃ
盛
り
の
子
ど
も
相
手
に
、

少
し
疲
れ
気
味
か
も
…
。
み
ん

な
は
子
育
て
を
ど
う
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
 

　
子
ど
も
が
い
る
か
ら
こ
そ
味

わ
え
る
楽
し
み
、
子
連
れ
で
も

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
方
法
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
一
緒
に
探
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
 

▼
と
き
　
２
月
１６
日
　
午
前
１０

時
〜
１１
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
３
階
視
聴
覚
室
兼
研
修
室
 

▼
テ
ー
マ
　
¬
子
育
て
ホ
ッ
と

タ
イ
ム
」
 

▼
講
師
　
林
陽
子
さ
ん
（
岡
崎

女
子
短
期
大
学
教
授
）
 

▼
定
員
　
親
子
３５
組
（
定
員
に

な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）
 

▼
申
込
受
付
　
２
月
２
日
　
か

ら
受
け
付
け
ま
す
（
平
日
は
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
の
間
で
お

願
い
し
ま
す
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
南
部
保
育

園
内
☎
　
３
８
―
３
９
１
１
）
 

（土） 

（日） 

（木） 

（木） 

（日） 

（土） 

は
や
し 

よ
う   

こ 

催し  
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  ●
児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ
と
 

　
子
ど
も
た
ち
の
わ
い
わ
 

　
い
広
場
 

  　
児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ
で
は
、

日
ご
ろ
の
活
動
を
発
表
す
る
場

と
し
て
「
活
動
発
表
会
」
を
行

い
ま
す
。
 

　
児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ
の
歌
や

「
マ
ー
マ
レ
イ
ド
」
の
人
形
劇
、

児
童
館
を
利
用
す
る
子
ど
も
た

ち
の
踊
り
な
ど
を
披
露
し
ま
す
。

▼
と
き
　
２
月
１８
日
　
午
前
１０

時
〜
正
午
 

▼
と
こ
ろ
　
第
一
児
童
館
 

▼
内
容
　
人
形
劇
、
子
ど
も
た

ち
の
舞
台
発
表
、
お
茶
会
、
作

品
展
示
　
ほ
か
 

▼
問
合
先
　
第
一
児
童
館
（
☎

３
８
―
１
１
０
６
）
ま
た
は
、

各
児
童
館
 

  ●
世
界
の
お
惣
菜
「
ブ
ラ

　
ジ
ル
編
」
 

　
　
　
岩
倉
市
国
際
交
流
協
会
 

  　
岩
倉
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

食
を
と
お
し
た
交
流
会
「
世
界

の
お
惣
菜
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
河
村
サ
ン
チ
ー
ナ

ゆ
き
え
さ
ん
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
料

理
を
学
び
ま
す
。
 

▼
と
き
　
２
月
１９
日
 
午
前
１０

時
〜
午
後
１
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
料
理
教
室
 

▼
献
立
　
①
モ
ケ
カ
・
デ
・
ペ

イ
シ
ェ
（
魚
の
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ミ

ル
ク
煮
）
②
ス
ト
ロ
ゴ
ノ
フ
・

デ
・
ケ
イ
ジ
ュ
（
チ
ー
ズ
の
ス

ト
ロ
ガ
ノ
フ
）
③
ア
ロ
ス
・
コ

ン
・
セ
ノ
ウ
ラ
（
人
参
ご
は

ん
）
④
ブ
リ
ガ
デ
イ
ロ
（
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
菓
子
）
 

▼
定
員
　
２５
人
 

▼
持
ち
物
　
フ
キ
ン
・
エ
プ
ロ

ン
・
筆
記
用
具
 

▼
費
用
　
岩
倉
市
国
際
交
流
協

会
会
員
…
４
０
０
円
、
非
会
員

…
６
０
０
円
、
小
学
校
６
年
生

以
下
は
そ
れ
ぞ
れ
半
額
 

▼
申
込
期
限
　
２
月
１２
日
　
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
国

際
交
流
協
会
大
橋
（
☎
　
３
７

―
７
１
１
７
）
、
光
本
（
☎
３

７
―
８
６
７
３
）
 

       ●
小
・
中
学
校
臨
時
講
師

　
お
よ
び
補
助
職
員
 

  　
平
成
１８
年
度
採
用
の
臨
時
講
 

師
お
よ
び
補
助
職
員
を
募
集
し

ま
す
。
 

▼
勤
務
内
容
等
　
表
の
と
お
り
 

▼
採
用
予
定
日
　
４
月
１
日
 

▼
応
募
資
格
　
６０
歳
未
満
の
人
 

▼
謝
礼
　
市
の
規
定
に
よ
り
支

給
 

▼
応
募
期
間
　
２
月
１
日
　
〜

１４
日
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
 

５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は

除
く
）
 

▼
提
出
書
類
　
学
校
教
育
課
に
 

備
え
付
け
の
専
用
応
募
用
紙
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
岩
倉
市
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
庶
務
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
８
）
 

  ●
図
書
館
パ
ー
ト
職
員
 

  　
図
書
館
業
務
補
助
お
よ
び
事

務
に
携
わ
る
人
（
図
書
館
司

書
）
を
募
集
し
ま
す
。
 

▼
業
務
内
容
　
カ
ウ
ン
タ
ー
業

務
（
図
書
の
貸
出
・
返
却
処
理

等
）
、
図
書
整
理
、
施
設
管
理
、

そ
の
他
事
務
処
理
 

▼
勤
務
日
 

①
火
〜
金
曜
日
お
よ
び
日
曜
日

の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
週

２９
時
間
以
内
の
勤
務
）
 

②
金
〜
日
曜
日
の
午
後
４
時
〜

７
時
 

▼
賃
金
　
一
般
成
人
…
１
時
間

８
６
０
円
、
大
学
生
…
１
時
間

８
０
０
円
 

▼
募
集
人
数
　
①
・
②
各
１
人
 

▼
採
用
予
定
日
　
４
月
１
日
 

▼
応
募
期
間
　
２
月
８
日
　
〜

１９
日
　
（
た
だ
し
、
１３
日
　
は

お
休
み
で
す
）
 

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
図
書

館
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
市

販
の
も
の
で
も
可
）
。
図
書
館

司
書
の
資
格
を
有
す
る
人
は
、

資
格
を
証
す
る
も
の
の
写
し
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
図
書
館

（
☎
３
７
―
６
８
０
４
）
 

  ●
水
道
料
金
嘱
託
徴
収
員
 

  　
水
道
料
金
の
収
納
業
務
に
従

事
し
て
い
た
だ
く
嘱
託
徴
収
員

を
募
集
し
ま
す
。
 

▼
応
募
資
格
　
市
内
に
お
住
ま

い
で
４０
歳
以
上
６４
歳
以
下
の
健

康
な
人
 

▼
採
用
人
数
　
１
人
 

（土） 

（日） 

（日） 

（水） 

（水） （月） 

（日） 

（火） 

か
わ  

む
ら 

小・中学校臨時講師および補助職員勤務内容等 
職　名 勤務内容 

１日４時間、 
週４日勤務 

４月から 
３月までの 
１年間 

１日４時間 
（原則として 
月～金曜日の 
５日間） 

小学校教員免許 
または、中学校 
（数学・理科・英 
語・国語）免許 

４月から 
３月までの 
１年間 

１日４時間 
（原則として 
月～金曜日の 
５日間） 

養護教諭・ 
看護師免許 
（優先） 

４月から 
７月までの 
４か月 

１日６時間または、 
７時間（原則とし 
て月～金曜日の 
５日間） 

教員免許（優先） 

図書館司書免許 
（優先） 

４月から 
３月までの 
１年間 

外国語教育 
臨時講師 

少人数授業等 
臨時講師 

養護教諭 
補助職員 

個別指導 
臨時講師 

図書館司書 
補助員 

１日２時間 
（原則として 
月～金曜日の 
５日間） 

４月から 
３月までの 
１年間 

２人 

６人 

２人 

２人 

７人 

勤務時間等  資　格 人数 雇用期間 

小学校で担任とチーム
ティーチングにより英語
の授業をする。 

小・中学校で個々の学習
状況に応じたきめ細かい
指導をするための補助
をする。 

養護教諭の補助として、
検診や保健事務をする。 

障害をもつ子どもの学
習および学校生活の指
導、支援をする。 

小・中学校の図書館の環
境整備および図書の貸
出・返却、読書指導をす
る。 

募集  
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理
を
学
び
ま
す

ま
す

備
え
付
け
の
専
用
応
募
用
紙

書
）
を
募
集
し
ま
す

▼
採
用
人
数
　

人

▼
採
用
日
　
４
月
１
日
　
 

▼
応
募
期
間
　
２
月
１０
日
　
〜

２４
日
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）
 

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
市
販

の
も
の
）
 

▼
試
験
日
　
２
月
２８
日
　
午
前

１０
時
〜
 

▼
試
験
場
所
　
市
役
所
３
階
会

議
室
４
 

▼
試
験
内
容
　
作
文
と
面
接
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
水
道
課
業

務
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
６
）
 

  ●
い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー

　
ケ
ッ
ト
出
店
者
 

　
 

 　
毎
回
好
評
の
「
い
わ
く
ら
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
市
役
所

駐
車
場
で
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
３
月
１２
日
　
午
前
９

時
〜
正
午
（
雨
天
の
場
合
は
１９

日
　
に
延
期
）
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
駐
車
場
 

▼
募
集
店
舗
数
　
４５
店
舗
（
先

着
順
）
 

▼
店
舗
の
大
き
さ
　
１
店
舗
あ

た
り
間
口
３
㍍
×
奥
行
２
㍍
の

予
定
 

▼
募
集
期
間
　
２
月
１０
日
　
午

前
８
時
３０
分
〜
 

▼
出
店
資
格
　
市
内
に
お
住
ま

い
か
お
勤
め
で
、
高
校
生
以
上

の
個
人
 

▼
出
店
費
用
　
無
料
 

【
出
店
に
お
け
る
注
意
事
項
】
 

飲
食
物
、
業
者
か
ら
仕
入
れ
た

品
物
、
営
利
を
目
的
と
し
た
物

を
販
売
す
る
こ
と
は
禁
止
し
ま

す
。
 

※
申
込
時
に
内
容
を
確
認
の
う

え
、
販
売
を
ご
遠
慮
願
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
 

▼
申
込
方
法
　
商
工
農
政
課
窓

口
に
用
意
し
て
あ
る
出
店
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

１
人
に
つ
き
１
店
舗
で
受
け
付

け
ま
す
（
電
話
不
可
）
。
 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工

観
光
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

  ●
市
民
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

　
参
加
者
 

  　
岩
倉
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
で
は
、

市
民
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
２
月
１９
日
　
午
前
９

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
 

▼
参
加
費
　
１
チ
ー
ム
７
千
円

（
組
合
わ
せ
抽
選
会
時
に
持
参
） 

▼
参
加
資
格
　
岩
倉
フ
ッ
ト
サ

ル
リ
ー
グ
登
録
チ
ー
ム
ま
た
は
、

市
内
に
お
住
ま
い
か
お
勤
め
の

チ
ー
ム
 

▼
申
込
締
切
日
　
２
月
８
日
 

▼
組
合
わ
せ
抽
選
会
　
２
月
１１

日
　
午
後
６
時
か
ら
総
合
体
育

文
化
セ
ン
タ
ー
研
修
室
で
行
い

ま
す
（
１
チ
ー
ム
１
人
は
必
ず

出
席
し
て
く
だ
さ
い
）
。
 

▼
申
込
先
　
サ
ッ
カ
ー
協
会
フ

ッ
ト
サ
ル
事
務
局
ま
た
は
、
体

育
協
会
事
務
局
（
総
合
体
育
文

化
セ
ン
タ
ー
内
☎
６
６
―
２
２

２
２
）
 

▼
問
合
先
　
サ
ッ
カ
ー
協
会
　

長
尾
（
☎
３
７
―
１
５
３
３
）
 

  ●
地
方
分
権
タ
ウ
ン
ミ
ー

　
テ
ィ
ン
グ
参
加
者
 

  　
地
方
分
権
や
道
州
制
に
つ
い

て
の
議
論
が
進
む
中
で
、
自
治

の
最
も
中
心
と
な
る
べ
き
住
民

自
治
の
今
後
の
あ
り
方
を
皆
さ

ん
と
と
と
も
に
考
え
る
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
２
月
１６
日
　
午
後
１

時
３０
分
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
ア
イ
プ
ラ
ザ
一
宮

（
一
宮
勤
労
福
祉
会
館
）
小
ホ

ー
ル
 

▼
内
容
　
後
房
雄
名
古
屋
大
学

大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
・
桑

原
英
明
中
京
大
学
総
合
政
策
学

部
教
授
に
よ
る
講
演
お
よ
び
会

場
と
の
意
見
交
換
 

▼
定
員
　
１
５
０
人
 

▼
入
場
料
　
無
料
 

▼
申
込
方
法
　
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
は
が

き
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
（
参
加
決
定
通
知
は
行
い

ま
せ
ん
。
定
員
を
超
え
た
場
合

に
、
参
加
い
た
だ
け
な
い
人
に

連
絡
し
ま
す
）
。
 

▼
応
募
締
切
日
　
２
月
１３
日
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
愛
知
県
総

務
部
総
務
課
（
〒
４
６
０
―
８

５
０
１
（
住
所
不
要
）
、
☎
０

５
２
―
９
５
４
―
６
０
２
７
　

０
５
２
―
９
５
４
―
６
９
０
１
、

Ｅ
メ
ー
ル
（
 

　
　
　
　
　
　
　
　
）
）
 

  ●
第
８
次
愛
知
県
交
通
安
 

　
全
計
画
に
対
す
る
意
見
 

  　
愛
知
県
交
通
安
全
対
策
会
議

で
は
、
平
成
１８
年
度
以
降
５
か

年
を
対
象
期
間
と
す
る
第
８
次

愛
知
県
交
通
安
全
計
画
の
作
成

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画

は
、
交
通
安
全
対
策
基
本
法
に

基
づ
き
作
成
す
る
も
の
で
、
愛

知
県
の
陸
上
交
通
の
安
全
に
関

す
る
総
合
的
か
つ
長
期
的
な
施

策
の
大
綱
で
す
。
 

　
こ
の
た
び
、
第
８
次
愛
知
県

交
通
安
全
計
画
の
中
間
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
案

に
関
す
る
愛
知
県
民
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。
 

▼
意
見
の
提
出
方
法
　
お
住
ま

い
の
市
町
村
、
年
齢
、
性
別
、

職
業
を
ご
記
入
の
う
え
、
次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
提
出
様
式
は
愛
知
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
県
民
意
見
提

出
制
度
（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
…
 

　
　
　
　
　
　
　
　
 
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
か
ら
入
手

で
き
ま
す
。
 

①
郵
便
…
〒
４
６
０
―
８
５
０

１
（
住
所
不
要
）
愛
知
県
県
民

生
活
部
社
会
活
動
推
進
課
交
通

安
全
グ
ル
ー
プ
 

②
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
…
　
０
５
２

―
９
７
１
―
８
７
３
６
 

③
Ｅ
メ
ー
ル
…
 

 ▼
提
出
期
限
　
２
月
２８
日
 

▼
第
８
次
愛
知
県
交
通
安
全
計

画
の
中
間
案
の
閲
覧
方
法
　
愛

知
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
。
 

▼
提
出
さ
れ
た
ご
意
見
に
対
す

る
対
応
 

①
第
８
次
愛
知
県
交
通
安
全
計

画
に
向
け
て
参
考
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 

②
個
々
に
お
答
え
す
る
な
ど
の

対
応
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
 

③
個
人
情
報
を
除
い
て
公
開
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
県
民
生
活

部
社
会
活
動
推
進
課
交
通
安
全

グ
ル
ー
プ
（
☎
０
５
２
―
９
５

４
―
６
１
７
７
）
 

（金） 
（火） 

（日） 

（金） 

（日） 

（日） 

（水） 

（木） 

（月） 

（火） 

（土） 

（金） 

　
　
　
　
　
s
o
m
u
b
u
-s
o
m
u
 

@
p
re
f.a
ic
h
i.lg
.jp

　
　
　
　
　
　
　
　
  h
ttp
:// 

w
w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp
/ko
h
o
/ 

p
la
n
/p
la
n
.h
tm

　
　
　
　
　
　
s
ya
ka
ika
ts
u
 

d
o
@
p
re
f.a
ic
h
i.lg
.jp

う
し
ろ 

ふ
さ   

お 

く
わ 

ば
ら 

ひ
で  

あ
き 
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        ●
妊
娠
期
の
お
母
さ
ん
の

　
講
座
 

  　
お
母
さ
ん
は
、
や
が
て
生
ま

れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
に
多
く
の

夢
を
抱
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
と

と
も
に
、
子
育
て
と
い
う
現
実

が
待
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で

す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
心
の
発
達
は
、

親
と
の
関
わ
り
が
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
 

　
生
涯
学
習
課
で
は
、
「
赤
ち

ゃ
ん
と
の
接
し
方
」
を
中
心
と

し
て
、
次
の
講
座
を
開
き
ま
す
。
 

▼
と
き
　
２
月
９
日
　
午
前
１０

時
〜
正
午
 

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
２
階
視
聴

覚
室
 

▼
対
象
　
妊
娠
期
の
お
母
さ
ん
 

▼
講
師
　
松
尾
昌
之
さ
ん
（
愛

知
江
南
短
期
大
学
教
授
）
　
 

▼
演
題
　
「
赤
ち
ゃ
ん
の
育
つ

力
」
 

▼
参
加
費
　
無
料
 

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
受
け
付

け
ま
す
。
 

▼
定
員
　
５０
人
　
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習

課
生
涯
学
習
係
（
☎
３
８
―
５

８
１
９
）
 

        ●
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ
う
 

　
２
月
１
日
〜
７
日
は
生
活
習

　
慣
病
予
防
週
間
で
す
 

  　
今
年
度
の
基
本
健
康
診
査
は

５
千
８
５
０
人
が
受
診
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
結
果
（
グ
ラ
フ
参

照
）
を
見
る
と
要
医
療
の
判
定

を
受
け
た
人
が
５２
・
４
㌫
で
し

た
。
要
医
療
と
な
っ
た
項
目
で

は
高
脂
血
症
、
高
血
圧
症
が
上

位
を
占
め
、
い
ず
れ
も
生
活
習

慣
に
起
因
す
る
と
い
わ
れ
る
も
 

の
ば
か
り
で
す
。
要
観
察
・
要
 

指
導
の
う
ち
に
自
分
自
身
の
生

活
習
慣
を
見
直
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
 

生
活
習
慣
病
っ
て
何
だ
ろ
う
？
 

　
食
事
の
乱
れ
・
運
動
不
足
・

睡
眠
不
足
・
喫
煙
・
飲
酒
な
ど

毎
日
の
生
活
習
慣
の
積
み
重
ね

が
原
因
で
発
症
す
る
病
気
の
こ

と
で
す
。
気
が
つ
い
た
と
き
に

は
、
病
気
が
な
か
な
か
回
復
し

に
く
い
段
階
ま
で
悪
化
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
主
な

生
活
習
慣
病
に
は
、
が
ん
・
脳

血
管
疾
患
・
心
臓
病
の
よ
う
に
、

直
接
の
死
因
と
な
る
も
の
や
、

糖
尿
病
・
高
血
圧
症
・
高
脂
血

症
・
歯
周
病
な
ど
悪
化
す
る
こ

と
で
他
の
疾
病
を
引
き
起
こ
す

も
の
が
あ
り
ま
す
。
悪
い
生
活

習
慣
が
あ
れ
ば
、
今
、
見
直
す

こ
と
が
大
切
で
す
。
健
康
診
査

の
結
果
を
活
か
し
て
、
自
分
の

生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
し

ょ
う
！
 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
生
活
習

慣
改
善
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。
毎
週
木
曜
日
の
「
健
康

チ
ェ
ッ
ク
の
日
」
に
保
健
師
・

栄
養
士
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る

個
別
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

受
付
時
間
は
、
午
前
９
時
か
ら

１１
時
で
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
７
―
３
５
１
１
）
 

  ●
い
き
い
き
介
護
教
室
 

　
〜
寝
た
き
り
、
認
知
症
を
　

　
防
ご
う
！
　
〜
 

  　
「
老
い
」
は
誰
に
で
も
お
と

ず
れ
る
も
の
。
介
護
に
必
要
な

知
識
や
高
齢
者
の
ケ
ア
に
つ
い

て
な
ど
、
介
護
す
る
側
、
さ
れ

る
側
に
立
っ
て
学
ん
で
み
ま
し

ょ
う
。
 

▼
と
き
・
内
容
　
表
の
と
お
り
 

▼
対
象
　
介
護
を
し
て
い
る
人
 

ま
た
は
、
介
護
に
関
心
の
あ
る
 

人
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

▼
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
 

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
電

話
可
）
。
 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
７
―
３
５
１
１
）
 

  ●
栄
養
教
室
「
シ
ル
バ
ー

　
世
代
の
食
生
活
」
 

  　
元
気
の
源
と
い
え
ば
、
ま
ず

大
切
な
も
の
は
毎
日
の
食
事
で

す
。
高
齢
期
の
食
事
と
い
う
と

特
別
な
も
の
を
思
い
浮
か
べ
が

ち
で
す
が
、
実
は
若
い
と
き
と

ほ
と
ん
ど
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

使
用
す
る
食
品
や
調
理
法
に
、

多
少
の
心
配
り
は
必
要
で
す
が

基
本
的
に
は
偏
食
し
な
い
で
、

体
に
必
要
な
栄
養
素
を
バ
ラ
ン

ス
良
く
食
べ
る
こ
と
が
な
に
よ

り
で
す
。
 

▼
と
き
　
２
月
２４
日
　
午
前
９

時
３０
分
〜
正
午
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
栄
養
指
導
室
 

▼
内
容
　
話
「
シ
ル
バ
ー
世
代

の
体
と
食
生
活
」
・
調
理
実
習
 

▼
対
象
　
高
齢
者
ま
た
は
、
高

齢
者
の
家
族
 

▼
定
員
　
２５
人
（
先
着
順
）
 

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
 

（木） 

（金） 

ま
つ
　
お   

ま
さ  

ゆ
き 

平成１７年度基本健康診査結果内訳 

要医療 
５２.４％ 

要指導 
３５.２％ 

異常なし 
３.９％ 

要観察 
８.４％ 

と　き 

２月１５日（水） 
講義「年をとるってどんなふう？」 保健師 
「おいしく食べていつまでも元気に」 栄養士 
講演「よりそってともに歩む介護」 精神科ソーシャルワーカー 
講義「見落としていませんか？ 
お口と足のケア」・実技 

保健師・歯科衛生士 

講義「体をほぐしていきいきと！」・ 
実技 

保健師・作業療法士 

講義「知っておくと安心　岩倉市 
の福祉サービス」  

岩倉中央在宅介護支援 
センター相談員 

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
 

２月２１日（火） 

３月１日（水） 

３月９日（木） 

３月１６日（木） 

内　容 講　師 

講座  
教室  

健康  
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▼
定
員
　
５０
人
　
 

（
☎
３
７
―
３
５
１
１
）
 

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
 

▼
申
込
方
法
　
２
月
３
日
　
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け

ま
す
（
電
話
可
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
３
７
―
３
５
１
１
）
 

        ●
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予

　
防
接
種
が
変
わ
り
ま
す
 

  　
予
防
接
種
施
行
令
等
の
改
正

に
よ
り
、
平
成
１８
年
４
月
１
日

か
ら
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予
防

接
種
接
種
方
法
が
変
更
に
な
り

ま
す
。
変
更
の
内
容
は
表
の
と

お
り
で
す
。
 

　
な
お
、
平
成
１７
年
２
・
３
月

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
は
、
平
成

１８
年
３
月
３１
日
ま
で
に
麻
し

ん
・
風
し
ん
両
方
の
予
防
接
種

を
終
了
す
る
こ
と
が
困
難
な
た

め
、
４
月
以
降
の
混
合
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

▼
麻
し
ん
予
防
接
種
実
施
日
　
 

２
月
１
日
　
・
８
日
　
、
３
月

１
日
　
・
９
日
　
・
３１
日
 

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
 

ま
た
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
 

し
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
 

だ
さ
い
。
 

▼
風
し
ん
予
防
接
種
実
施
日
 

２
月
３
日
　
・
９
日
　
、
３
月

３
日
　
・
８
日
　
・
２９
日
 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
７
―
３
５
１
１
）
 

  ●
こ
こ
ろ
の
健
康
講
演
会
 

　
「
明
る
い
未
来
に
向
け
て
」

　
 

 　
精
神
障
害
を
持
つ
人
は
、
そ

の
人
の
可
能
性
に
本
人
や
周
囲

の
人
が
気
づ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
生
が
よ
り
実
り
の
あ
る
も
の

に
な
り
ま
す
。
 

　
こ
こ
ろ
の
病
を
持
ち
な
が
ら
、

豊
か
に
生
き
る
こ
と
を
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
入
場
は

無
料
で
す
。
 

▼
と
き
　
２
月
２１
日
　
午
後
１

時
３０
分
〜
午
後
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
江
南
市
民
文
化
会

館
（
江
南
市
北
野
町
川
石
２５
―

１
☎
５
５
―
２
３
２
１
）
小
ホ

ー
ル
 

▼
対
象
者
　
こ
こ
ろ
の
病
を
持

つ
人
と
そ
の
家
族
、
こ
こ
ろ
の

病
に
関
心
の
あ
る
人
 

▼
定
員
　
４
０
０
人
 

▼
内
容
　
 

★
講
演
会
（
病
気
、
障
害
と
上

手
に
付
き
合
う
）
、
講
師
…
平

井
勇
さ
ん
（
医
療
法
人
桜
桂
会

犬
山
病
院
デ
イ
ケ
ア
師
長
）
 

★
当
事
者
発
表
会
…
こ
こ
ろ
の

病
と
仲
良
く
暮
ら
す
コ
ツ
を
発

表
し
ま
す
。
 

▼
主
催
　
尾
張
北
部
地
域
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
江
南
保
健

所
地
域
保
健
課
（
☎
５
６
―
２

１
５
７
）
、
尾
張
北
部
地
域
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
６

８
―
６
３
―
０
２
２
１
）
ま
た

は
、
岩
倉
市
福
祉
課
（
☎
３
８

―
５
８
０
９
）
 

  ●
講
演
会
「
慢
性
疾
患
を

　
も
つ
児
と
そ
の
き
ょ
う

　
だ
い
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア

　
に
つ
い
て
」
 

  　
病
気
と
一
緒
に
生
き
て
い
る

お
子
さ
ん
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
日
々

成
長
発
達
し
て
い
く
子
ど
も
た

ち
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

▼
と
き
　
２
月
１４
日
　
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
江
南
保
健
所
３
階

大
会
議
室
 

▼
内
容
　
講
演
会
「
慢
性
疾
患

を
も
つ
児
と
そ
の
き
ょ
う
だ
い

の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に
つ
い
て
」
 

▼
講
師
　
有
吉
允
子
さ
ん
（
済

衆
館
病
院
小
児
科
医
師
）
 

▼
対
象
　
慢
性
特
定
疾
患
（
慢

性
腎
疾
患
、
内
分
泌
疾
患
、
先

天
性
代
謝
異
常
、
悪
性
新
生
物

等
）
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者
 

▼
申
込
方
法
　
２
月
７
日
　
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
江
南
保
健

所
地
域
保
健
課
（
☎
５
６
―
２

１
５
７
）
 

   　
 

    ●
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク
 

  　
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用

品
の
有
効
利
用
と
、
む
だ
の
な

い
消
費
生
活
の
た
め
に
不
用
品

デ
ー
タ
バ
ン
ク
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
物
品
の
や
り
と
り
は
、

当
事
者
間
で
話
し
合
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
 

登
録
物
品
（
１
月
１
日
現
在
）
 

▼
譲
り
ま
す
　
ベ
ビ
ー
布
団
の

セ
ッ
ト
、
ハ
イ
ア
ン
ド
ロ
ー
チ

ェ
ア
ー
 

▼
あ
げ
ま
す
　
自
転
車
、
乳
母

車
、
カ
ー
ト
、
老
人
用
便
器
、

ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
、
室
内
用
ジ
ャ

ン
グ
ル
ジ
ム
、
曽
野
小
体
操
服

（
冬
用
）
、
親
王
飾
り
（
ひ
な

人
形
）
 

▼
求
め
ま
す
　
ベ
ビ
ー
バ
ス
チ

ェ
ア
ー
、
一
輪
車
（
農
作
業
用
） 

※
岩
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
）
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工

観
光
係
（
☎
３
８
―
５
８
１

２
）
 

（金） 

（水） 

（金） 

（金） 

（水） 

（水） 

（火） 

（火） 

（火） 

（木） 

（水） 

（木） 

（金） 

（水） 

あ
り 

よ
し  

ち
か
　
こ 

ひ
ら
 

い
　
い
さ
む
 

                                h
tt 

p
://w

w
w
.c
ity.iw

a
ku
ra
.a
ic
 

h
i.jp
/

２

２

３

３

３

※対象年齢であっても、下記①・②に該当する場合は、混合ワクチンの接種ができなくなりますのでご注意ください。 
①麻しん・風しんのどちらかの予防接種をすでに受けている人 
②麻しん・風しんのどちらかの疾患にかかった人 

ワクチン 麻しん・風しん単独ワクチン 

現行（平成１８年３月３１日まで） 改　正　後　　　（平成１８年４月１日以降） 

麻しん・風しん混合ワクチン 

１～２歳未満 

混合ワクチンを第１期・第２期で接種（計２回） 

５～７歳未満の人で小学校就学前年度の間の人 

第１期 

第２期 
１～７歳６か月未満 

麻しん・風しん単独ワクチンを 
それぞれ１回ずつ接種 

対象年齢 

接種回数 

相 談 
その他 
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  ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故
 

高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル
 

●
２
月
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
 

　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用

　
徹
底
強
化
旬
間
 

  　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
着
用
す
る
こ
と
は
、

法
的
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
万
一
事
故
に
あ

っ
た
場
合
、
安
全
性
が
確
保
さ

れ
、
身
体
保
護
に
大
き
な
効
果

を
発
揮
し
ま
す
。
 

　
昨
年
の
１１
月
末
現
在
で
四
輪

車
乗
車
中
に
交
通
事
故
で
亡
く

な
っ
た
人
の
約
５
割
が
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
お
ら
ず
、

こ
の
う
ち
約
４
割
の
人
が
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
さ
え
締
め
て
い
た
ら

助
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
は
命
綱
で
あ
り
、
交

通
死
亡
事
故
を
減
少
さ
せ
る
最

も
効
率
的
な
対
策
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 

　
ま
た
、
道
路
交
通
法
の
改
正

に
よ
り
、
平
成
１２
年
４
月
か
ら

自
動
車
乗
車
中
の
６
歳
未
満
の

幼
児
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着

用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
着
用
率
は
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
に
比
べ
て
低
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
た
め
愛
知
県
で
は
、
２

月
１１
日
　
か
ら
２０
日
　
ま
で
の

１０
日
間
を
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
徹
底
強

化
旬
間
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓

発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
意
識
を
高

め
ま
し
ょ
う
。
 

           ●
献
血
に
ご
協
力
を
 

 　
　
 

　
献
血
は
、
１６
歳
か
ら
６９
歳

（
た
だ
し
、
６５
歳
〜
６９
歳
の
人

は
、
６０
歳
〜
６４
歳
の
間
に
献
血

し
た
こ
と
の
あ
る
人
の
み
）
の

人
に
で
き
る
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
で
す
。
一
人
で
も
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
２
月
１９
日

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
 

▼
受
付
時
間
　
午
前
１０
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
献
血
推
進

協
議
会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内

☎
３
７
―
３
１
３
５
）
 

（土） 

（月） 

（日） 

新
着
図
書
の
紹
介 

岩
倉
市
図
書
館 

☎
３７
―
6
8
0
4

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

★
か
ん
た
ん
人
形
劇 

 

　
　
　
　
　
　
黒
須
和
清
　
著 

　
　
　
　
分
類
　
教
育
・
学
校 

 

　 
     

　
身
の
回
り
の
雑
貨
に
ち
ょ
っ

と
手
を
加
え
る
だ
け
の
、
簡
単
、

お
し
ゃ
れ
な
人
形
劇
の
つ
く
り

方
・
演
じ
方
を
わ
か
り
や
す
く

紹
介
。 

 

児
童
新
着
図
書 

★
お
も
ち
の
き
も
ち 

　
か
が
く
い
ひ
ろ
し
　
作
・
絵 

★
き
つ
ね
の
き
ん
た
　 

　
　
　
　
い
も
と
よ
う
こ
　
絵 

　
　
　
　
　
か
こ
さ
と
し
　
作 

★
し
ろ
い
み
ち
　 

　
　
ま
る
お
か
し
ん
い
ち
　
作 

★
ぼ
く
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク 

　
　
　
　
ひ
ろ
い
の
り
こ
　
絵 

　
　
　
　
や
ま
し
た
な
み
　
作 

（平成１７年１２月１５日～２２日） 
 

下水道台帳作成業務 

小中学校インターホン取付工事 

水銀灯設置工事 

交通安全施設等整備工事（歩道設置） 

側溝改良工事 

側溝改良工事 

側溝改良工事 

舗装修繕工事 

舗装修繕工事 

舗装修繕工事 

大地西部用水路改修工事 

区画線設置工事（その３） 

岩中体育館雨漏改修工事 

配水管布設替工事（申込１７-１１号） 

中央町地内外 

本町南新溝廻間２番地外６地内 

中央町地内 

川井町地内 

八剱町地内 

本町外２地内 

井上町外１地内 

東町地内 

中本町外２地内 

下本町地内 

稲荷町外２地内 

大地町地内 

本町外地内 

西市町竹之宮２４ 

玉野総合コンサルタント㈱ 

一宮電話興業㈱  

㈱大栄企業 

㈱岡田電気工事 

栗本土木㈱ 

関戸工業㈱ 

㈲八信建設 

中日土木㈱岩倉支店 

栗本土木㈱ 

㈱松本工務店 

㈱大崎工務店岩倉支店 

㈱長谷川組岩倉支店 

中部道路㈱ 

㈱丹羽組 

１,５７５,０００ 

２,４１５,０００ 

１,４７０,０００ 

１,５２２,５００ 

８,９２５,０００ 

６,６１５,０００ 

３,６７５,０００ 

３,４６５,０００ 

５,４６０,０００ 

５,１４５,０００ 

４,４１０,０００ 

５,５１２,５００ 

３,８８５,０００ 

１,８９０,０００ 

H１７/１２/２０～３/３０ 

H１７/１２/２０～２/２４ 

１/６～３/２２ 

H１７/１２/２０～３/１７ 

H１７/１２/２６～３/３０ 

H１７/１２/２６～３/２４ 

H１７/１２/２０～３/２４ 

H１７/１２/２０～３/２４ 

H１７/１２/２６～３/１５ 

H１７/１２/２６～３/１５ 

H１７/１２/２０～３/９ 

１/６～３/３ 

H１７/１２/２８～２/２４ 

H１７/１２/２８～３/２０ 

工事名等 工事場所等 契約業者名 契約金額（円） 期　　間 

指 名 競 争 入 札 結 果  

く
ろ
　
す
　
か
ず  

き
よ 
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こ
の
た
め
愛
知
県
で
は
、
２

☎
３
７
―
３
１
３
５
）
 

  ●
年
金
出
張
相
談
所
 

  　
岩
倉
市
で
は
、
毎
月
１
回
、

社
会
保
険
事
務
所
職
員
に
よ
る

年
金
出
張
相
談
所
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
厚
生
年
金
、
国
民
年

金
を
含
め
た
年
金
全
般
の
相
談

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
混
雑

時
に
は
相
談
の
受
付
を
制
限
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
　
 

▼
と
き
　
毎
月
第
４
月
曜
日
、

午
前
１０
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

〜
３
時
 

★
相
談
所
開
設
日
…
２
月
２７
日

　
、
３
月
２７
日
　
、
４
月
２４
日

　
、
５
月
２２
日
　
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
市
民

相
談
室
 

▼
持
ち
物
　
年
金
手
帳
ま
た
は
、

年
金
証
書
、
印
鑑
、
代
理
の
人

が
お
越
し
の
と
き
に
は
委
任
状
 

▼
相
談
員
　
社
会
保
険
相
談
専

門
員
 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市
民

窓
口
係
年
金
担
当
（
☎
３
８
―

５
８
０
７
）
 

  ●
多
重
債
務
者
相
談
 

  　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
」
に
よ
る
多
重
債
務

者
の
た
め
の
生
活
再
建
相
談
所

が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
毎
月
第
１
・
第
３
日

曜
日
午
後
１
時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
 

▼
相
談
員
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
 

レ
サ
ラ
あ
し
た
の
会
」
の
司
法

書
士
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
 

▼
主
な
相
談
内
容
　
ク
レ
ジ
ッ

ト
サ
ラ
金
問
題
解
決
、
借
入
に

頼
っ
た
生
活
の
見
直
し
な
ど
 

※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
な
お
、
相
談
の
際
に
は
契
約
 

書
等
の
借
入
の
分
か
る
書
類
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
ク
レ
サ
ラ
あ
し
た

の
会
（
☎
０
８
０
―
３
６
２
０

―
７
６
５
４
）
 

  ●
子
育
て
相
談
 

  　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
乳
幼
児
の
子
育
て
に
関

す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
問
合
先
　

表
の
と
お
り
 

  ●
教
育
相
談
 

  　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
ご
と
を
持
つ
保
護
者
な
ど
を

対
象
に
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
毎
週
火
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指

導
教
室
お
お
く
す
相
談
室
 

▼
相
談
員
　
山
田
和
行
さ
ん

（
元
適
応
指
導
教
室
長
）
 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
（
予
約
優

先
）
。
 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室

（
☎
３
８
―
０
３
０
０
）
 

（月） （月） 

（月） （月） 

市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

み  　な  　     な    や     む     な 

●心の相談電話　☎３７－７８６７ 
　
　
　
　
や
ま
し
た
な
み
　
作 

Advice and Consultation for Foreigners 
(Iwakura International Exchange Society) 
５．Feb（Sun）,１９．Feb（Sun） 
１３：００～１５：００ 
Consulta em Prol dos Estrangeiros 
(Associacao Internacional de Iwakura) 
５／Fev（domingo）,１９／Fev（domingo） 
Das　１３：００～１５：００hs

～ 

や
ま
　
だ
　
か
ず
　
ゆ
き 

下

小

水

交

側

側

側

舗

舗

舗

大

区

岩

配

南部保育園内 
地域子育て支援 
センター 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週 
月～金曜日 
午前９時～ 
午後４時 

毎週 
月～金曜日 
午前１０時～ 
午後３時 

東部保育園内 
地域子育て支援 
センター 

※いずれも、祝日・振替休日を除きます。 

大地町小森５ 
☎　 ３８―３９１１ 

大市場町順喜１１ 
☎　 ３８―２３８７ 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～３時 

相談場所・問合先 面接相談（予約制） 電話相談 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談
室となっていますので、お気軽にご相談くださ
い。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼
の休憩をいただきます。 
■一般相談 
　とき　月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■母子・寡婦就業相談 
２月３日（金）午前１０時～午後３時３０分 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
２月５日（日）・１９日（日）午後１時～３時 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■女性相談 
２月６日（月）・２０日（月）午後１時～３時
３０分 
■登記相談 
２月８日（水）午後１時～４時 
■知的障害者相談 
２月９日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
２月１０日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
２月１０日（金）午後１時～４時 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
２月１４日（火）・２２日（水）午後１時～４
時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は
順延）午前９時から、市民相談室で当月分の予
約を受け付けます（先着順、電話可）。 
■総合福祉相談 
２月１７日（金） 
★身体障害者相談…午後１時～４時 
★戦没者遺族相談…午後１時～４時 
■年金相談 
２月２７日（月）午前１０時～午後３時 
 
 
 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩
みは、一人でくよくよしていても、何の解決に
もなりません。経験豊かなボランティアが電話
で相談をお受けします。お気軽におかけくださ
い。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時～午後４時
（祝日、振替休日を除く） 

▲
 

▲
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自分たちで創った新成人のつどい

やま   だ   よう へい 

　
加
藤
伸
崇
、
亜
紀
子
さ
ん
の
長
女

恵
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）
。
 

 ●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言
 

　
い
つ
も
笑
顔
で
お
話
を
す
る
の
が

大
好
き
な
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
、
恵

ち
ゃ
ん
！！
 

　
２
千
３
５
６
㌘
と
少
し
小
振
り
で

生
ま
れ
た
恵
も
今
で
は
抱
っ
こ
が
大

好
き
な
ほ
ど
大
き
く
な
り
ま
し
た
ね
。
 

　
頑
張
り
屋
の
恵
か
ら
パ
パ
と
マ
マ

は
「
何
事
も
努
力
を
す
れ
ば
成
果
と

し
て
あ
ら
わ
れ
る
ん
だ
よ
」
と
教
わ

り
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
か
ら
も
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
元

気
よ
く
育
っ
て
ネ
！！
 

か
　
と
う  

の
ぶ 

た
か 

あ
　  

き
　 

こ 

恵
ち
ゃ
ん 

め
ぐ
み 

　1月８日に行われた新成人のつどい。 
　大人への一歩を踏み出すこの大事な行
事は、公募により集められた、今年成人
を迎えた９人の実行委員の皆さんによっ
て創られました。 
　実行委員の皆さんは、去年の８月に初
めて顔を合わせ、「みんなに楽しんでも
らう」を合言葉に毎週日曜日、アトラク
ションの太鼓演奏の練習や演出を考えて
きました。 
　限られた予算の中で、司会の依頼や看
板作り、中学校恩師のビデオレター作成
と、大忙しの毎日でした。当日を無事に
終えたあとの実行委員の皆さんの顔は、
達成感と安堵感であふれていました。 

▲新成人の皆さんに配られた記念品のタオル。 
　実行委員の皆さんがデザインしました。 

▲実行委員の皆さん 

　実行委員長の山田洋平さん（右写真） 
に成人式を終えた感想を聞いてみました。 
Ｑ、実行委員をやってよかったことは？ 
Ａ、普段経験できないことができたし、 
　　やりとげた時の達成感は大きかった 
　　です。 
Ｑ、大変だったことは？ 
Ａ、太鼓のばちの値段が高くて買えなくて（笑）、ラワン材　
　　を買ってきて手作りのばちを作ったことと、まめができる
　　まで頑張った太鼓の練習がきつかったです。 
Ｑ、来年の新成人のつどい実行委員にアドバイスは？ 
Ａ、成人式を終えてみて、せっかく懐かしい友だちと会えたの
　　で、全員で集合写真など撮れたらいいなぁと思いました。 

あん   ど 
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　多くの人が、身の安全をは
かろうとする。食器や本が棚
から落ちたり、家具が動くこ
とがある。 

　非常な恐怖感があり多くの
人が行動に支障を感じる。タ
ンスなどの重い家具が倒れる
ことがある。 

　立っていることがむずかし
い。固定していない家具の多
くが動いたり倒れる。耐震性
の低い住宅は倒壊するものも
ある。 

　立っていられず、はわない
と動けない。耐震性の高い住
宅でもかなりの壁や柱などが
壊れる。 

　揺れにほんろうされ、自分
の意志で行動できない。耐震
性の高い建物でも、傾いたり、
大きく破壊するものがある。 

　
松
岡
雄
一
郎
、
美
弥
子
さ
ん
の
長

男
隼
太
郎
く
ん
（
１
歳
）
。
 

 ●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言
 

　
歩
く
こ
と
が
大
好
き
な
隼
太
郎
。
 

　
家
の
中
で
パ
パ
や
マ
マ
と
お
い
か

け
っ
こ
し
て
い
る
時
、
と
て
も
楽
し

そ
う
な
隼
太
郎
の
笑
顔
が
大
好
き
よ
。
 

　
こ
れ
か
ら
も
隼
太
郎
の
成
長
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
 

ま
つ  

お
か  

ゆ
う  

い
ち  

ろ
う 

み
　 

や
　 

こ 

隼
太
郎
く
ん 

じ
ゅ
ん 

　
た
　 

ろ
う 

地震の大きさと震度 もり ち　   よ　　こ 

●あいち防災リーダー　　森　千代子 
　マグニチュードは、地震計の最大振幅から計算す
る断層活動のエネルギーの大きさで、地震そのもの
の大きさを表しています。 
　マグニチュードが１増えると地震のエネルギーは
約３２倍、２増えると約１０００倍になる関係にあ
ります。 
　震度は、ある場所での地震のゆれの程度を示しま
す。 
　震度とマグニチュードは良く混同されますが、同
じ地震でも震度は場所によって違い、マグニチュー
ドは１つしかありません。 

　昨年の１１月２４日午前１１時頃、愛知県西部で
起きたやや大きな地震は、マグニチュード４．８で、
岩倉市は震度３でした。 
　今後予想される東海・東南海連動型地震では、マ
グニチュード８．１クラスで、岩倉市域の震度は、
６弱と５強が予測されています。地盤の液状化現象
も不安ですが、火災による被害はさらに深刻になり
ます。 
　地震が起きるのは止められませんが、被害を最小
限に抑えることはできます。防災対策として、日ご
ろからの備えと心構えが必要です。 

気 象 庁 震 度 階 級  

震度5弱 震度5強 震度6弱 震度6強 震度7

　
　
事
を
て
　
め
ら
シ
き
　
板
と
終
達

▲
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ようこそ文化の学園！ようこそ文化の学園！
南
中
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

▲各クラスの取り組む様子 

▲２年生全体合唱 

▲鳴子おどりの発表 

　
南
中
の
文
化
祭
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

昨
年
の
１０
月
３０
日
に
開
催
し
、
好
評
を
得
ま
し

た
。
 

　
文
化
部
の
活
動
発
表
の
場
に
加
え
、
ク
ラ
ス

や
学
年
・
学
校
の
団
結
を
高
め
る
活
動
や
地
域

の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
る
内
容
を
盛
り
だ
く

さ
ん
取
り
入
れ
、
今
年
で
９
年
目
に
い
た
り
ま

す
。
 

　
今
年
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
は
、
１
千
３
０
０
枚

以
上
の
売
上
で
、
こ
の
一
部
を
福
祉
関
係
に
寄

付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
 

感
動
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
 

　
ク
ラ
ス
合
唱
の
競
い
合
い
！
　
そ
れ
が
南
中

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。
ど
の
ク
ラ
ス
も
生
徒

が
発
表
曲
を
選
び
、
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
中
心
に

合
唱
を
研
い
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
指
揮
者
・

伴
奏
者
の
不
断
の
努
力
の
結
果
、
素
晴
ら
し
い

合
唱
が
完
成
す
る
の
で
す
。
 

　
今
年
は
ど
の
ク
ラ
ス
も
実
力
が
伯
仲
し
、
な

か
な
か
金
賞
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
だ
か
ら
金
賞
を
手
に
し
た
ク
ラ
ス
の
生

徒
や
担
任
は
心
か
ら
喜
び
を
表
し
、
昨
年
の
１２

月
１６
日
が
忘
れ
ら
れ
な
い
記
念
日
と
な
り
ま
し

た
。
 

本年度のプログラム 

開会（生徒会・校長） 

楽器演奏（ブラスバンド部） 

コーラス（ＰＴＡ） 

合唱（生徒有志） 

鳴子おどり（地域の方々） 

午前８時４０分 

第１部 体育館 

展示（各文化部） 

クラス企画（各クラス） 

バザー（ＰＴＡ） 

生徒会企画（生徒会・委員会） 

閉会（生徒会・校長） 

午前１０時００分 

第２部 校内各所 

　武道館でのＰＴＡバザー風景 

▲
 

　３年生クラス合唱 

▲
 

南部中学校 
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広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 

大人の階段のぼる  　 
～新成人のつどい～ 

　１月８日、岩倉北小学校グラウンドで消防団員、
婦人防火クラブ員、消防職員１２５人が集まり、
消防出初式が行われました。 
　この日、参加者による分列行進や永年の防火活
動に貢献された人たちの表彰などが行われ、式典
は「火の用心」三唱で締めくくりました。 
　一段と寒さの厳しい中でしたが、最後に行われ
た初放水に参加者らは防火・防災に対する決意を
新たにした１日となりました。 

　１月８日、総合体育文化センターで「新成人
のつどい」が開催され、新成人４２７人が大人
への一歩を踏み出しました。 
　会場は、色鮮やかな晴れ着姿の女性と真新し
いスーツ姿の男性で包まれ、再会した友人らと
談笑したり、記念撮影を楽しむ姿が見られまし
た。 
　新成人の実行委員の太鼓演奏で幕を開けた
「新成人のつどい」では、懐かしい中学校の恩
師から、お祝いの言葉と激励を受け、新成人の
皆さんは、１つ１つの言葉をかみ締めて聞いて
いました。 

新春を味わう       　　 
～新春三曲コンサート～ 

　１月７日、市役所のミニステージで「新春三曲
コンサート」が開かれました。 
　箏と尺八で、「春の海」「雪ものがたり」「世界
の民謡メドレー」などが演奏され、訪れた市民の
皆さんは、プロの演奏者が奏でる調べに新春を味
わっていました。 
　また、アンコールでは、松任谷由実さんの「春
よ、来い」も、箏と尺八で演奏され、訪れた市民
の皆さんも、配られた歌詞カードを見ながら口ず
さんでいました。 

心新たに火の用心       
～消防出初式～ 

 

 

まつ  とう  や     ゆ    み 

こと 
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古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 

ちき
ゅうにやさしい

岩倉市は、　日本環境協
会の承認を得て、エコマ
ークをシンボルマークと
して使用しています。 

（財） 
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�
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★風しん　はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集/曽野町･稲荷町･大山寺町･大山寺元町･大山寺本町･五条町･大市場町 
古紙と古着の日/下本町･昭和町･旭町･栄町二丁目･新柳町 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

★風しん 

　休日急病診療（有本裕子　岩倉東クリニック） 

★三種混合 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

建国記念の日　※市役所市民スペースはお休みです。 
　休日急病診療（上條正啓　上條内科） 
野菜の広場/岩倉駅地下道　古紙と古着の日/東新町（岩倉団地） 
 
　休日急病診療（長谷川義夫　長谷川外科） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

★ＢＣＧ 

はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
分別収集/東新町（岩倉団地） 

★８ヶ月児育児教室　★３歳児健康診査 
分別収集/大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日/泉町･西市町･本町･宮前町･栄町一丁目 

★離乳食教室　★１歳６ヶ月児健康診査 
分別収集/八剱町･井上町･神野町･石仏町 
古紙と古着の日/中本町･東町･中野町･鈴井町 

★乳幼児健康相談　★母親教室第１回 

金 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48，602人（＋1人） 
            男性/24，215人（＋2人） 
            女性/24，387人（－1人） 
          世帯数19,696世帯（＋23世帯） 
                （1月1日現在） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
健康チェックの日、母子健康手帳交付は毎週木曜日 
です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　�0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　�66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　�38-3119

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

～石仏町かいわい～ 

　石仏町の稲原寺に、室町時代中期・後期（約５００年前）に

墓石や供養塔として造られた五輪塔群があります。 

　五輪塔は下から方・円・三角・半月・団形を形づくっていて、

地・水・火・風・空の５大をあらわし、大日如来という仏様を

象徴するものとされています。 

　五輪塔の製作は平安時代に始まり、鎌倉時代には雄大なもの

が多く権力のある人々の墓石だったのですが、室町時代には、

稲原寺にあるような５０㌢ほどの小さな五輪塔が庶民に広まり

ました。 
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